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瓜 生 堂 遺 跡 調 査

理 事 長 益  倉 辰 次 郎

東大阪市瓜生堂 1～ 2丁 目, および若江西新町 1～ 2丁 目にかけて拡がる瓜生堂遺跡

における発掘調査は, 昭和46年 5月 より大阪府によって着工された中央南幹線下水管渠

築造工事に伴って開始され, 昭和46年度, 47年度には東大阪市建設局下水道部による中

部第 2排水区若江分区下水管渠築造工事に関連して継続的に行なってお` ります。

すでに公表したように中央南幹線下水管渠予定地区内からは, 全国的にもまれな盛土

のある方形周薄墓が検出され, また土城墓も数多く発見されました。 また弥生時代人の

生活を物語る多くの上器,石器, 木器など遊大な量の遺物が出上して才。`り, 瓜生堂遺跡

の重要性が増々明らかになってまいりました。

瓜生堂造跡調査会としましては, これら之大な遺物の整理作業を発掘調査と平行して

行なっておりますが, 今回主だった遺物についての整理作業の一部が一応まとまりまし

た。 遺物の推理は大変長い時間と多くの人員を必要としますため, 学術報告書の作製ま

で資料の公表が遅れる場合が多く, 貴重な資料が陽の 目をみないままねむってしまって

いる場合が多々あると思われます。 しかしながら, こういった貴重な資料はより迅速に

公表するのが調査関係者の義務であると考えて, ここに『瓜生堂遺跡』 (資料編)と して

公表すると共に,今後の整理作業の技術的,学問的向上のためにも,各方面の方々より,

多くの御教示,御批判をいただければ幸いであります。

最後に短期間に集中的な仕事をして下さった調査関係者, および多くの御教示をいた

だいた関係各位に深甚の謝意を捧げる次第です。
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例  言 1.こ の冊子は昭和46年度および昭和47年度の間に中央南幹線内西岩田

瓜生堂遺跡 調 査 会 (昭和47年 5月 1日付,瓜生堂遺跡調査会と名称変更)

が,大阪府および東大阪市の委託を受けて実施した瓜生堂遺跡の調査

により出上した遺物について,その整理結果の中間報告である。

2.遺物の整理は,土器を今村道雄,曽我恭子,中西靖人,松下 彰 ,

石器を四手井晴子,木恭を大西真由美が中心となって行ない,阿部幸

―,岡本信夫,国乗和雄,田川朝子,寺田千津子,中本百合子,福本

孝弘,藤沢真依,宮前貴美子がこれを補助した。

また,阪上昌代,藤本艶子,中川美代子の協力があったことを付

記する。

3 遺物の写真撮影はすべて藤原和子が行なった。

4.全体の監修は,調査部長田代克己,事務部長藤井直正,調査主任中

西靖人の 3名がこれに送った。

5 本冊子製作にあたっては,石器の材質について大阪市立大学教授笠

間太郎氏に多くの御教示を受け,ま た土器については奈良国立文化財

研究所技官佐原 真氏,同沢田正昭氏に多くの御教示を受けた。
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第 1図 瓜生堂遺跡全景
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弥生式上器実測図 (壷)

〃        (〃 )

〃        (″ )

〃     (水 差型土器,壷棺,壷)
″     (壷 )

〃     (第 2号方形周濤墓,第 3号甕棺)
〃     (第 2号方形周濤墓,第 2号墾棺)
〃     (鉢 ,無頚壺)
〃         (盲赫不)

″     (鉢 )
〃     (密 )
″        (〃 )

〃     (密 ,蓋)
弥生式土器・土師器実測図

土 師 器 実 測 図

須 恵 器 実 測 図

石 黙 実 測 図 (石鏃,石ナレ合,石錘)
〃     (不 定形石器)
〃        像 1片 )
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第 3図 瓜生堂遺跡地区割及び調査地域図



工 土   器
1.弥生式上器 (中期)

今回は, 主に整理の終った 5BWl～ 5, 30C24地 区出上の上

糸と,その他の地区出上の完形に近い土器をとりあげた。これらの

上器は,第Ⅲ様式から第Ⅳ様式まで同一包合層から出上している。

第Ⅲ様式から第Ⅳ様式の変遷過程をみるため, 30C24地区の溝内

上層,下層の土器を分類した。しかし,上層,下層とも第Ⅲ様式の

特徴をもつ土器と,凹線をもつ土器が一緒に出上している。これら

の土器を様式月1に分けるのは困難であるが,土器の特徴別に 3つ の

段階に分けることを試みた。

また他地区からこの 3段階に入らない第Ⅱ様式に近い土器が出土

しており,全体的には 4段階に大別し,それぞれを仮に第Ⅲ様式最

古,第Ⅲ様式古,第Ⅲ様式新,第Ⅳ様式と想定している。

第 1段階 第Ⅱ様式の形態を受けつぐ土器。

第 2段階 第Ⅲ様式の特徴 (櫛描文の盛用,ヘ ラ磨きなど)を もつ土

器。

第3段階 口縁端面に凹線文をもつ土器, 凹線文を身に もちいて

いるが,その存在が上器の形態に変化をあたえておらず

形態は第Ⅱ段階のものと同様の土器。(以後凹線1と呼か)。

第 4段階 中の広い部分 (口縁部,頚都,脚部など)に凹線文をもつ

土器 (凹線2と呼ぶ)と ,凹線1と 凹線2を組み合わせても

つ土器。

表 1 30C24溝上層下層出土土器器種別表

表 2 30C24溝上層下層出土土器の 3段階分類表

壺 口頚部が漏斗状に開く壺(1,3,4),頚 部は短くて太い壺 (2,12),

がある。また簾状文を頚部下に一帯しか施さない土器がある(1,12)

が,第Ⅲ様式の最古の段階に属するものにこの種の上器があること

-5-
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が,奈良県橿原市藤原宮跡下層の調査で報告されており (註 1),こ

れと比較することができる。このと (1)は 第Ⅱ様式に近い形態で ,

内外共に荒い刷毛目を残している。形態の上で和泉に多い頚部の長

い壷との関連が考えられ,乳褐色を呈する胎土も瓜生堂に一般的な

ものではない。しかし,簾状文を数帯重ねたものにも形態上,第 1

段階に属するとみられるものがある(5)。 器体が算盤玉状のもの(4)

は大津市南滋賀遺跡出上の第Ⅱ様式末の壷 (註 2)に よく似ている。

水差 櫛描直線文帯に,簾状文を 1帯加えているが, 仕上げも施
文も粗雑である (23)。 回縁部は把手側にやや傾斜しており, くり
こみはない。

蓑 腹径が日径より小さい斐 (81),底部が非常に厚 く,口縁端面
の調整が不十分な甕がある (88)。 形態の上で第Ⅱ様式の変と酷似し

ているため先の概報で第Ⅱ様式と考えていた変は,その後検討した

結果,こ の段階に入れる。

この段階に入ると櫛描の簾状文,列点文の施文が盛んになる。ま

たヘラ磨き調整がすべての器種に共通な特徴としてあげられる。

壺 漏斗状に開く口頚部をもつ壼A(弥生式上器集成による)の う
ち, 口縁端が下に折れ曲るものが多い (6～9,14,15,17～ 19)。  日
縁端面と口縁部直下から胴部まで簾状文を数帯施し,最下帯は扇形

文か列点文で終る (lo)。 この強は器壁がうすくバラバラに割れて出

土するため完形になるものが少ないが,ゃゃ形状の異るもの (26),

漏斗状に開く回頚部をもちながら頚の太いもの (13), 小型のもの

(16)も ある。なお,壷Aの うち口縁部端面を上下に拡張した形態の

もの (註 3)は ,今回あつかう資料中にはほとんどない。これが偶然

か意味をもつものかは検討を要する。口縁が水平に折れ曲り,ュズ貞部

が短く立つとには文様のないものが多い。しかし,胴部に直線文 ,

波状文を交互に施す例 (11),直線文を数帯施し,最下端に波状文を

めぐらした例 (25)が ある。 後者は壷棺の身として用いている。こ

の種のとのなかには瓜生堂で作ったとみられるものもあるが,こ こ

でとりあげた 2個の壼は, 第 1段階のと (2,12)と共に他地方から

の搬入が考えられる。水差の 1例 (21)も この段階に属するものと

考えられる。口縁部内端に刻目文を加えている。なお卵形の器体を

もつ超大型の壺がある (20)。 いま欠損してはいるが、大きな口頚部

をそなえるものとみられる。いちおうこの段階にあつかっておく。

細頚壺 大型の 1例 (27)は原体の幅の広い櫛 (3 7Cm)で 簾状文

-6-

第 2段階の上器

第 4図 弥生式土器出土状態



をぎっしり施し,そ の上に円形浮文を貼り付けている。特に肩部の

円形浮文は段ごとに 3個 , 4個 , 5個 1組と数を意識して貼りわけ

ている。小型の細頚とには列点文と簾状文の組み合わせが多い。壺

の文様下,腰部から底部はヘラ磨きで調整している。

表 330C24溝上層出土重の文様

口縁端面の文様 簾状文簾状文簾状文 無 文 不 明

頸部の文様 直線文

壷Aの口頸部 8 1 3 1 1

無頚壺 全体に出土数は少ない。口縁端を折り曲げたもの (44,45)

から, 段状口縁部になるもの (46,47)ま で、 いずれも簾状文を施

す。また無文の無頚壺で,口縁端面の上端は平らで,外方内方にそ

れぞれ肥厚するもの (42,43)が ある。 ただし、 この 2例は第 3段

階にさがるかもしれない。いずれも胎土は白っぼく他からの搬入品

と考えられる。

鉢・台付鉢 直回の鉢(40,41,50,52～ 55),無頚こと同じく口縁端を

折り曲げた大型の鉢 (24,56,57), 段状口縁部をもつ鉢 (38)があ

る。 これらは韮棺,斐棺の蓋としてもちいることが多い (24,38)。

台付鉢は段状口縁部をもち (58,59,61,62), 鉢と同じく文様は簾

状文,列点文が多い。直線文を施した台付鉢 (62)とま第 1段階かも

しれない。鉢 (54)の 櫛の原体は径 2mmの 管状のものをたばねて

使用している。他にも管状の原体を使ったものがある,調整はヘラ

磨きによる。鉢 (56)1ま 横位の簾状文の下に縦に簾状文を施してい

るのが珍しい。壷棺 (25)の蓋 (24)は体部に直線文と波状文を交

表 4 30C24溝上層出上の

文様別土器片

表 5 30C24溝上l~旨 出土  表 6
の直口の鉢の文様

無文 9

列デよ文 2

亥!み 目文 2

列点文、簾状文、扇形文 1

1皮耳犬文 1

不け|、翻大文、刻み日文 1

凹線文 1 2

[J線文 2 4

30C24溝上層出土段状

口縁部の鉢の文様

7

簾状文 41

直線文 12

直線文と1皮状文 11

直接文と円形浮文 3

直線文と列点文・列点文 争 2

1皮】大文 2

刻み目文 1

簾状文と円形浮文と

斜格子文
1

II縁端 hi文本k 器 体 の 文 様

列 点 文 簾 状 文 2

簾 状 文 簾 状 文 1

列 点 文 簾は 、刻み日文 1

無    文
,皮耳大文、簾状 文

扇形 文
1

簾状文、刺突文 簾 状 文 1

刻 み 目文 1

無    文 1

凹 線 文 2



互に配し,胎土もと権の身と同じ赤褐色を呈し,瓜生堂のものでは

ない。台付鉢 (53)は 棒状浮文の間に流水文を施している①棒状浮

文を脚台にまでおろす実例は, 奈良県天理市平等坊遺跡にある (註

4)。 また瓜生堂では, ヘラ磨きだけでていねいに仕上げた無文の

鉢が多い。他に,上半部を欠いてはいるが脚台に綾杉文と三角形の

孔 (不貫孔)を ほどこした台付把手付鉢がある (49)。

高杯 目縁が水平にひろがる高杯 (63～ 66)で全面をヘラ磨きして
いる。高杯 (65)は □縁外端面, 上端面にヘラによる斜格子の暗文

を施している,高杯の脚部の内面に煤付着のものが多いことは,今

まで指摘されていない用途を考えさせ注意をひく。

甕 3形態に分ける事ができる。
a形態 口縁部の外反する内外面が円みをもち,端面は丸く終る

(82～ 87,92～ 95)。 数は少ないが平らなものもある (9o)①

b形態 口縁部は「く」の字形に外反し,口縁端は上方に立ち上

りをもつ (39,99～ 108)。                  |

C形態 大型斐に多いが, わずかに斜めに外反する口縁部をも

ち,口縁端は下方に折れ曲る (37,96～ 98)。 口縁端面に刺突文を施

すのが多い。河内に特有の上器であるが,ま だ本処はわかっていな

い,こ の口縁の作り方は壺A,大型鉢の口縁の形態に共通する。

斐にもやはり刷毛目調整で仕上げているものにくらべて,ヘ ラ磨

き調整で仕上げたものが多い。肩部内面を横方向にヘラ磨きしてい

るのは必ず甕の a形態になる。 C形態の大型甕は底部まで内外とも

ヘラ磨きし,斐棺に使用される。斐 (lo5)は 胴部に鹿の背に矢がつ

きささった絵画をヘラでえがいており,珍しい実例である①

表 730C24溝上層下層出土カメ
肩部の整形

タト   雇野 内  面 上 層 下 層

ヘラ磨き ヘラ磨き 12 4

刷 毛 目 刷 毛 目 5 3

ヘラ磨き 刷 毛 目 4 3

刷 毛 日 3 1

ヘラ磨き 1

ヘラ削り 刷 毛 目 1

刷 毛 目 1

この段階に入る土器は第 2段階のものに比べて少ない。口縁部端

-8-
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第 4段階の上器

面に凹線をもつ垂A(28),壺 D(29), 頚部に指頭圧痕文突帯をめ

ぐらした壺 F(34),台付鉢 (60),水差 (22)がこれにあたり,櫛描

文の施文が少なくなる。また大型の鉢 (36)1ま櫛描文様帯の下に凹

線文をもち,斐棺の蓋にもちいられている。第 2・ 3・ 4段階の斐

を峻別することはできない。しかしさきにあげた a形態は第 3・ 4

段階にはのこらないだろう。また,口縁端面に凹線文をもつ斐 (109

～■8)は , 第 3段階あるいは第 4段階に属する。甕 (109,112)は

口縁端面の凹線文の上にそれぞれ, 5個 , 6個 の刻み目文を入れて

いる。
|

壺A(30)の頚部, 高杯 (70)の 脚部, 水差 (71)の 口縁部, 鉢

(75～ 79)の 口縁部に凹線を数条もつ。直回の台付鉢 (72)は 1帯 の

波状文を上,下の凹線文で囲んでいる。段状口縁部をもつ台付鉢は

無文である (68)。 高杯 (80)は 国縁端面を肥厚させた上端に凹線文

をもち,杯部内面は煤付着物が非常に厚 く残っている。調整はいず

れもヘラ磨きが多いが,鉢 (75)の 外面はヘラ削りの ままである。

他に脚部に 円窓をもった台付鉢 (74), ヘラによる直線文をもつ脚

部 (67)がある。 またと F(35)|ま 口縁部の受口状のところに凹線

文をもち,頚部下は貼り付突帯の上にヘラによる刻み目文を入れて

いる。第 3段階の壷 F(34)の変化したものとして第 4段階に入れ

る。 頚部の突帯を欠 く 1例 (33)は 第 4段階に属するだろう。把手

付壺 (31)は 口縁に穿孔があり, 胴部に刻み目文をもつ。さきに第

3段階に入れた斐 (111)も 胴部に刻み目文をもち,第 4段階に入る

かもしれない。

なお所属段階は明らかでないが, 壺用の蓋 (■ 9,121)と 費用の

蓋 (120)が ある。壷用の蓋の 1例 (121)は われ目にそって,補修孔

をつけている。畿内弥生式土器には補修孔は珍しいものである。

以上,瓜生堂の中期の弥生式土器を 4段階に分けて考えてきた。

瓜生堂に多い第 2段階に属する土器の特徴をやや明確にできた。し

かし,第 3か ら第 4段階への変遷過程はまだ今後の検討を要する。

変棺および供献土器は第 1か ら第 4段階にわたっている。第 2マ

ウンドの土器は第 1か ら第 3段階まである。これは当然だが方形周

溝墓がこの期間にわたって営まれた事を示している。しかし,第 1

段階てみた供献土器の壺 (2)は ただ型式学的に古いと考えられる

だけで,そ の他の上器においても先に述べたように層位的な裏づけ

がない。したがって今後さらに綿密な検討を必要とする。

-9-
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なお本遺跡出上の上器片 8個体について,奈良国立文化財研究所

平城宮跡発掘調査部文部技宮沢田正昭氏をわずらわして,科学的研

究を行なっている。現状では,比重,有孔度 (porOsity)お よび主な

岩石組成についての成果が出ている。このうち注意をひくのは,瓜

生堂産の上器と想定しているものには,角 閃石の合有が多い事実が

日月らかにされていることである (表 8)。  いっぽう瓜生堂で出上し

た土器のうち,肉 眼的に瓜生堂産の上器と区別できる胎上の上器に

はこれを合んでいない (表 8のUU 3)。 さきに,大阪府和泉市池上

遺跡で出土した生駒西麓産と推定される土碁についての観察におい

て,や tま り角閃石を多量に合むことが明らかにされている。従来 ,

生駒西麓の上器には黒色または金色雲母を合むことが重要視されて

きたが,角閃石の合有は,こ の地方の土器を特色づける性質として

新に認識されるにいたったわけである。今後,河内の各地の上器と

の検討をすすめることによって,い っそう土器の小地域差,集落差

についての問題を引確にしたいものである。

表 8 胎上分析結果一覧表         (沢 田正昭氏提供)

Sa■ple
Quartz
(石英 )

Hornblend

(角閃石 )

Na
(ナ トリウム)

K.feldsPar

(長石 )

池

上

迫

肋

IKB-3

1KB-4

1KB-6

100

100

100

150

135

246

44

31

67

瓜

生

堂

追

跡

UU-1

UU-2

UU-3

UU-4

UU-5

UU-6

UU-7

UU-8

100

100

100

100

100

100

100

100

131

80

133

184

361

100

82

32

31

41

54

167

119

34

79

註(1) 西村康・西弘海・宮本敬―「平城宮跡、藤原宮跡の発掘調査」第 3次調査

出土弥生式上器 (『奈良国立文化財研究所年報1972』 ,1972)

田辺昭三「滋賀県大津市南滋賀遺跡の土器」 (『弥生式土器集成』資料編2)

1961)PL 44-7

『瓜生堂遺跡』(1971,12)図 版28

帝塚山大学郷土研究会『岩室』P20第 3図 (1967)
奈良国立文化財研究所技官佐原 真氏には, ご多忙中にもかかわらず,多
くの時間, ご指導, ご教示をしていたゞきました。

<曽我恭子>
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2.弥生式上器 (後期 ) 今回,報告しうる土器は,前回の調査以後の整理過程および新し

く出土した土器の一部で,中期の土器に比べれ′ばその量は非常に少

なく,よ って各器型j器種のすべてを見ることはできない (図版37)

これらの中で最も目につくのは甕である。それらは日縁径より腹部

最大径が大きいもの (127),大体同じもの (123,124),日 縁径の方

が腹部最大径を はるかに しのぐもの (122)な どがあり,(127,123)

は焼成 。胎土などが堅緻,良好で全般に精良な土器が多い。これら

の上器の内面にはほとんど刷毛目があり,口縁部,く びれ部にはなで

た痕跡がみられる。内面の器壁にはヘラ削りのなされた形跡はあま

りない。鉢には大小 2種類があり,(126)に は外面に叩目が,そ し

て内面にも叩目が残っているが,(128)は 外面をヘラ削りし,そ の

上をなで,ヘ ラミガキを施し,内面を粗い刷毛目で整形している。

高杯 (129)は小さな杯部におそらく短い脚部とやや広がる裾部のつ

くもので,内面をていねいにヘラ削りし,外面には横方向に刷毛目

が残っている。(123,129)の 回縁端部はいずれも丸くおさめられて

いる。(122)125)は粗砂層中より出土したもので,表面の磨滅はいず

れもはなはだしく,発の外面にはかろうじて叩目が,■の表面はヘ

ラミガキが看取れる程度である。内而はこれに比して保存度の点で

は良好である。内面にはつなぎ目が残っているものもある。以上述

べた土器は,畿内第 5様式の中でも後半に属すると考えられるもの

が多く,遺跡の東郡地域より多く出上している。

<松下彰,今村道雄>

第 5図 第 5様式上器出土状態
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3.土   師  器 遺跡の東部地域より出土したものが多く,それらは庄内式土器を

はじめとして,多 くの上師器が出土し,中でも 6 AX10よ りは 2点

の墨書土器をはじめ各器種の上器を得ることができた。その中のご

く一部の図化しかできなかったが,須恵器とともに簡単に報告して

おきたい (図版37 38)。

庄内式上器には (1～3),高杯,斐が主にみられ,(1)は杯底部とわ

ずかに外反する体部とを区分するのに外側に段を作るなど,庄内式

に通有な高杯であり,変は体部の器壁が削られ薄くなった痕跡がロブ]

瞭な土器で, くびれ部内面に非常にするどい稜をつくっていること

などからみて庄内式に属するものであろう。庄内式につづく土器と

して,瓜生堂遺跡においては (4～10)が あり,こ れだけでは必らず

しも編年するのに十分な量の資料とはいいがたいが,後 日これらの

間隙を新しい資料の出土によって少しでも埋めたい。奈良・平安時

代の上器は (11～ 17), 6 AX10か ら得られた①これらの上器の観察

結果は一覧表に示したように精良な土器が多く,ま た墨書土器の出

上によって,当地域の南方に若江郡行の存在が考えられ, 6 AX10

はその周囲の北側の一地区に相当するのであろう。

<今村道雑,松下 彰>

第 6図 古墳時代井戸遺構
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4.須   恵  器 瓜生堂遺跡における須恵器の出土量は,弥生式土器,土師器と比

較して極めて少ない。須恵器の出土している層は,そ のほとんどが

整地層,あ るいは後世の撹乱層であって,遺構に伴なって出上した

例は, 先の概報でふれた30124地 区の井戸に伴なうものと, 新た

に発見された 6 BH10地 区の井戸に伴なうものしかない。

瓜生堂遺跡の須恵器を時期的にみると第 I期 中頃以降に属するも

のが比較的多く認められ,第 Ⅱ期も末期をのぞいて第 I期 と同量程

度認められる。しかしながら,第 Ⅱ期末から第Ⅲ期全般にわたって

はまったくといってよいほど認められず,須恵器のみにおいて大き

な空白時間を示している。そして第Ⅳ期の須恵器は再び遺跡全域に

認められる状態である。

一方,胎上の肉眼による観察と,成形技術の優劣などから,陶 邑

古窯ナ止群で作られたものと,それ以外の地で作られたものとの比較

もある程度可能であると思われる。これによると古い時期 (第 I期 )

に属する瓜生堂遺跡の須恵器は,極めて精製された粘上が使用され

ており,ま た大変ていねいな成形を地していて,そのすべてが陶邑

製であろうと思われる。ところが,第Ⅱ力]に属する当遺跡の須恵器

になると,胎土に 3～ 5mm程度の砂粒を比較的多く合む須恵瀑が

目立ってくる。これら一迪の須恵器は,成形技術の未熟さからか ,

非常に器壁が厚 く,ヘ ラ削りも荒く,上述の陶邑製の須恵黙との間

に大きな差を感じさせる。このような須恵器が陶邑以外の地で製作

されたものであるか否か,早急な結論を出すことは危険であるが ,

もし地方窯で焼かれた物だとするなら,農中市桜井谷古窯 l止群や ,

吹田市釈迦池古窯址群,原古窯」止群などが考えられ,こ れら地方窯

の成立の時期の問題や,そ の政治的,経済的背景を考える上での一

つの資料としての価値は大きなものであろう。

第Ⅳ期の本追跡の須恵器は,第 Ⅱ期のそれと比較して,胎土,技

術両面ともそれほど貧弱なものはなく,ま た遺跡仝域からまんべん

なく検出される。

さらに,各時期における須恵器のセット関係をみると,全 F寺期を

通じてほとんどのセットがそろっており,こ れといって欠落するも

のはないが,中でも墾が一番多い。

以上,瓜生堂遺跡出上の須恵器の社モ略を述べてきたが,こ の中で

最大の問題はやはり第Ⅲ期の須恵器の欠落であろう。これは瓜生堂

における第Ⅲ期の集落の位置,構造などが,第 I期 ,第 Ⅱ期の集落

―- 13 -―



のあり方から大きく変化したものと思われる。

この点に関しては,瓜生堂遺跡のみでなく,他の遺跡でも同じこ

とが云えるのではないだろうか。特に瓜生堂追跡の場合は,若江郡

行跡がすぐ南に臨接して存在することからも,肖時の中河内地方の

政治,経済の中心地として大きな地位を占めていたと考えられ,ま

た第Ⅲ期の時期が,我国の歴史においても大きな変化をみせる直前

に当たることとも,何 らかの関連があると考えられる。

<中西靖人>

ヽ

第 7図  6AH 9地区,須恵器出土状態
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土器番 号 1 2 3 4

種焚買
質 霊 霊 霊

法

量

ω

回縁径

器 高

腹 径

底 径

22.7

28.4(現存値 )
23.2

欠損のため不明

26.1

40 65

32 95

9.85

174
167(現存値 )

欠損のため不明

17.2

29 5

19 3

5.2

出土地 区 3 P T25 2号方形周濤基 3 L Y19 5DB8

口

頸

　

　

　

部

形 態

文 様

整 形

タト

内

〇斜めに拡がった長い頸

部に水平に折れ曲る国

縁著Б

○口縁端面に波状文

O口縁内面に扇形文
〇頸部に6帯の直線文

○頸部下端に 1帯の扇形

支

○荒い刷毛目

○斜め横に荒い刷毛目

○漏斗状に開く口頸部、

口縁端部は上下に肥厚、

下端が外へはりだす。

○口縁端面、内面に波状

文。

○部分的にある刷毛目以

はナデ

○横ナデ

○筒状の頸部から斜め上

にひろがり、口縁が水

平に折れ曲がる。「]縁

端部は上下に少し】巴厚。

○口縁端面、内面に刻み(

○維方向に刷毛目

○頸部下は、細くしまり

口縁に向って、なだら

かに斜めにひろがり、

口縁端部は下端が外ヘ

はり出す。

O口縁下端に刻み目。

○墳ナデ

○横方向にヘラ磨き

一肩
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

タト

内

○いちじく形の胴部にな

ると考えられる。

○頸部からつづいて肩胴

部に7帯の直線文

○荒七ヽ吊J毛目

〇胴が中ごろで強くはり

だす。

○頸部下端から胴部にか

けて直線文9帯

最下端に波状文 1帯

〇胴下半部の上は横方向

にヘラ磨き

〇底郡は縦方向にヘラ磨

き。

O斜め、縦に荒い刷毛目

①ヽヽちじく,杉の月同吉5に な

ると考えられる。

○頸部からの直線文がつ

づく。

○縦方向に刷毛目

(斜格するところあり)

○横方向に刷毛目。

○そろばん玉形をなす。

O頸部から肩にかけて直
線支、最初と最後がく

いちがっている。

○横方向にヘラ磨き

○横方向に刷毛目。

底   部

不 明 底はヘラFttrき

一部ヘラ削りあり

不明 夕Httはヘラ肖Uり 。

色   調

乳褐色 上半部黄掲色

下半部こげ茶色

乳灰色 外 茶掲色
中核 茶褐色と黒色
内 茶褐色

胎   工

質

0.lcmの砂粒、雲母含む

硬

0.1～ 0.3cmの砂粒含む。

硬

0 1cmの砂粒、雲母合む

硬

0.2～ 0.3cmの砂粒含む

硬

備   考

頸部に黒斑 (5× 10cm) 西側溝内における供献土

器

肩から底にかけて黒斑

註、高杯、台付鉢の場合は口頸部が杯部に、肩胴郡が脚部になる。
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土器番号 5 6 7 8

霊 霊 董 霊

法

且塁

ｍ

回縁径

器 高

腹 径

底 径

194
285(現存値 )
19.5

欠損のため不明

|

}

サ

18 3

■,2(現存値 )

欠損のため不明
〕
|

l

21

9.1(現存値 )

欠損のため不明
キ
|

)

196
7.3(現存値 )

欠損のため不明

出土地区 3 P Y14 5BW 5 5BW5 30A23溝内

口

頸

　

　

　

部

形 態

文 様

整 形

タト

内

○顕部下は細くしまり、

口縁に向って長く斜め

にひろがり口縁端は外側

下方に折れ曲っている。

○口縁端面に簾状文

〇口縁下端に刻み

○口縁内面に円形浮文

○口縁付近は横ナデ

○頸吉出下はしばり目あり

○斜めにひろがる口縁部

口縁端は外側下方に肥

厚する。

○口縁端面に簾状文

○頸部に簾状文

○(6)に 同じ

〕
}

)。

(6)に 同 じ

頸部の簾状文の原体の

幅は他に比べると広い。

○頸部の部にヘラ痕あり。

○(6)に 同じ

○(6)に 同じ

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

タト

内

○腰が低くはる。

○頸著勝から月同部にかけて

て計 7帯の簾状文と4

帯の直線文

○文様下は横方向にヘラ

磨き

不明 不 明 不明

底   部 不 明 不明 不 明 不 明

色   調

口縁～頸部・淡灰褐色

頸部～胴郡・乳灰色

ヘラ磨きの部分は黒色

茶掲色 外 暗灰青色
内 赤褐色

外 赤灰色
内 赤褐色

胎   土

質

微砂粒,雲母

硬

01～ 0.3cmの砂粒、雲母
含む

硬

0.1～ 0.2 cmの 砂粒、雲母

を含む

硬

0.1～ 0.2 cmの砂粒、雲母

含む

硬

備   考

〇胴部に黒班 煤付着一部

- 16 -



土器番号 9 10 11 12

種類

摘要
霊 霊 霊 霊

法

量

∝

口縁径

器 高

腹 径

底 径

23.3

6.3(現存値 )
‖
卜欠損のため不明
)

欠損のため不明

289(現存値 )
25.4

70

欠損のため不明

322(現存値 )
29.7

7.8

21.4

28.2(現存値 )
32.2

欠損のため不明

出土地区 5BW5 第 3号方形周溝基 3L Y19 3 P A24

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

タト

内

○(6)に 同じ

○(6)に 同じ

○刷毛目

○頸部に簾状文

○指頭圧痕

〇頸部は直立

○頸部には文様がないと

考えられる。

○短い頸部に水平に曲る

口縁部、口縁端は上方

に】巴厚する。

○百縁下端に刻み目

○頸部下に簾状文

○頸部、横方向に刷毛目

○横ナデ

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

タト

内

不明

○だ円形に近い

○簾状文、列点文、扇形

文

○横、斜めにヘラ磨き

○指頭圧痕

○腰部が中ごろで強く

はり出す。

○頸部下端から腰まで直

線文波状文を交互にく

り返す。

○腰部は横方向にヘラ磨

き、下半は縦方向にヘ

ラ削り。

○腰部に指頭圧痕あり。

○腰が丸くはりだし、腹

径が器高より大きい。

○直線文 6帯

最後は波状文 1帯。

○文様の下 。上部は横方

向にヘラ磨き、下部は

縦方向にヘラ磨き。

○斜めに細かい刷毛目。

底   部 不 明

ヘラ磨き ○部分的に指頭圧痕

不明

色   調
茶掲色 茶掲色 淡灰色 淡灰褐色

胎   土

質

含む

硬

0,l clnの 砂粒、雲母 微砂粒、 雲母含む

硬

O第 3号方形周濤墓の供

献上器

○胴部に巾の広い黒斑

0.lcmの 砂粒 、雲母含む

硬

微砂粒含む

硬

備   考

○肩胴部に黒斑 (12× 14)

cm下半部全面に煤付着

胴部上半に煤付着

- 17 -



土器番号 13 14 15 16

摘要
霊 笙E 宣 霊

法

量

ｍ

口縁径

器 高
腹 径

底 径

22

319(現存値 )
31.05

欠損のため不明

20.8

6.3(現存値 )

欠損のため不明

22.8

555(現存値 )

欠損のため不明
1

}

す

11.4

3.9(現存値 )

欠損のため不明

出土地区 3 L Y21 5Bw5 3 NW24 5BW4
|

口

頸

　

　

　

部

形 態

文 様

整 形

タト

内

○太く短い頸部に口縁が

少しひろがり端面は丸

く下方に折れ曲ってい

る。

O口縁端面に列点文
○頸部下に直線文

|?横

ナデ

○(6)と同じ

○簾状文

○斜めに刷毛目

○横方向に刷毛目

○(6)と 同 じ

○簾状文

○短く立つ頸部に斜めに

外反する口縁部、夕陣」

下方に】巴厚する。

○口縁内面に扇形文

1横

ナデ

一肩
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

タト

内

○太い頸部のま 、ゝ胴部

もひろがりB要は低くは
り出す。

〇頸部につづき、簾状文

2帯、列点文、扇形文

直線文 1帯ずつ

○横方向にヘラ磨き

欠損のため不明 欠損のため不明 欠損のため不明

底   部 不明 欠損のため不明 欠損のため不明 不 明

色   調
赤茶色 茶掲色 茶掲色 淡灰青色

胎   土

質

微砂粒含む

硬

0.2 cmの砂粒少量、雲母

含む

硬

0.1～ 0.3cmの 砂粒含む、

雲母含む

硬

0.3～ 0.7 clnの砂粒 、雲母

合む

硬

備   考

〇胴中ごろに黒斑あり ○回縁部に煤付着
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土器番号 17 18 19 20

摘要
宣 霊 霊 霊

法

量

ω

口縁径

器 高

腹 径

底 径

18 2

5,7(現存値 )
1

1欠損のため不明
)

22.2

3.5(現存値 )
Ⅲ
|

)

欠損のため不明

21.6

5,8(現存値 )

欠損 の た め不 明
1

|

サ

欠損のため不明

630(現存値 )
54.5

8,0

出土地区 30C24 5BW 5 30A23 3L Y13

口

頸

　

　

　

部

形 態

文 様

整 形

タト

内

○(6)に 同 じ

○(6)に同じ

○簾状文

○横ナデ

O(6)に同じ

○(6)に同じ

○簾状文

O(6)に 同じ

○(6)に 同 じ

○簾状文

○文様帯間ヘラ磨き

○横ナデ

○長い頸部をもつもの

と考えられる。

不 明

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

|

形 態

文 様

整 形

タト

内

不 明 不明 不 明

○大型の卵形に近い胴

部。

〇頸部下に直線文あり

○直線文の下に刷毛目

○胴上半分は横にヘラ磨

き下半分は縦にヘラ磨

き。

O肩部は横に、胴～底部

は縦にヘラ磨き

底   部 不 明 不明 不 明

底は厚い

色   調
外 茶褐色

内 責土色

茶掲色 黒色 黒色 (光択あり)

胎   土

質

徴砂粒、雲母合む

硬

01～ 0.3 cmの砂粒、雲母

含む

硬

0.1～ 0 2cmの 砂粒、雲母

含む

硬

微砂粒、雲母含む

硬

備  考
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土器番号 21 22 23 24

種類

摘要
水  差 水  差 水  差 壷棺の蓋

法

量

ｍ

回縁径

器 高

腹 径

底 径

105
24.6(現存値 )
20,7

欠損

7.7

16.9(現存値 )
18.7

欠損のため不明

7.5

17 85

14.5

4.3

24.4

16.4

25 3

6.7

出土地区 50Z 30C24大 溝内 3 P T25濤内 5DY 9

|

口

頸

　

　

　

部

|

形 態

文 様

整 形

タト

内

○口縁は内弯 しながらひ

ろがり、把手側が低い

端面内側が削られてい

る。

O口縁端面に刻み目

○日要から下、 オ旨才甲え

○少し広がりをもつ筒状

の口頸部に把手例をえ

ぐりとっている。

〇横ナデ

○頸部に指頭圧痕

○口縁は直口で、やや把

手側の反対側はひろが

り、把手狽」は下ってい

る。

O頸部に横位の把手
○口縁内外端面に刻目文

○頸部に直線文 3帯

○ヘラ磨き

○把手はヘラ削り

○ヘラ磨き

○口縁端は外側下方に

折り曲がる。

1横

ナデ

一肩
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

タト

内

O腰は低くはり出してい
る肩に横位の把手

○頸部につづいて簾状支

計10帯

○把手はヘラ削り

○指押え

○腰は低くはり肩部に横

位の把手をもつ。

○胴部は中頃ではりだし

円味をもつ。

○直線文 3帯、間に簾状

文1帯

○文様間ヘラ磨き

○細かくヘラ磨き

○腰部の上に継き目痕あ

り、その上に指頭圧痕

○腰に稜をもち、内方に

傾斜して立つ

①波状文と直線文

○胴中央は横方向にヘラ

磨き、下半部は縦方向

にヘラ磨き。

○斜めにヘラ磨き

底   部 不明 不 明

ヘ ラ

色   調
灰掲色 赤茶褐色 黒～茶褐色 赤掲色

胎   土

質

0.2～ 0 4cmの砂粒、雲母

合む

硬

微砂粒含む

硬

0.1～ 0 3cmの砂粒 、雲母

合む

硬

0.lcmの砂粒含む

硬

備   考

O月同著5に黒斑 (5× 3)cln

腰部の下に粗い引っか

き痕

○胴部に黒斑 (4× 4)cm

口縁から肩にかけて煤

付着

○口縁から月同部にかけて

黒斑 (15× 7.5)cm
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土器番号 25 26 27 28

壷棺の身 笙 細 頸 壷 霊

法

量

ｍ

口縁径

器 高

腹 径

底 径

21.3

36 8

28.1

6.8

160
260(現存値 )
21.6

欠損のため不明

26.4

336(現存値 )
1

,欠損のため不明
)

180
8.5(現存値 )

Ⅲ
1欠損のため不明
)

出土地区 5DY 9 第 5号方形周湊墓 30Y24 3L Y 13

|

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

|

形 態

文 様

整 形

タト

内

○短く立つ頸部に水平に

折れ曲がる口縁部をも

つ、口縁端は上下に肥

厚する。

O口縁端面に櫛による刻

み目文

〇口縁はナデ

○頸部は横方向にヘラ磨
き

○短く斜めにひろがる頸

部。

○口縁端面に

'劇

大文

○頸部に簾状文と直線文

○頸部に刷毛目

○横ナデ

○頸部が細くしまり、斜

めに広がる.口縁近くは

内弯する。口縁瑞は内

側に少し月巴厚する。

○口縁上端に刺突文

○口縁から胴部にかけて

簾状文

○口縁に円形浮文 4段

○円形浮文を押 しつけた

ための凹凸あり

○用」毛目

○短い頸部に水平に折れ

曲る口縁部をもつ。端

部は上下に肥厚、特に

下に長く打巴厚

○口縁内面に列点文

○口縁端面に凹線文

○頸部に断面三角形の貼

り付け凸帯

○頸部下に直線文

1模

ナデ

|

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

|

形 態

文 様

整 形

タト

内

○縦長のだ円形

○直線文 6帯に最後に波

状文。

○腰部は横方向にヘラ磨

き。

○下半部は縦方向にヘラ

磨き。

○縦方向に刷毛目

○ほぼ円形をなす。

○肩部に簾状文と扇形文

○文様下は刷毛目

〇胴部はヘラ磨き

○指頭圧痕

○腰が低くはり出す形に

なると考えられる

○口縁からつづけて簾状

又

○肩部に円形浮文、 3個

1組、 4イ固1組、 5イ回

1好量

○指頭圧痕

不明

底   部 不 明 不 明 不明

色   調
赤掲色 淡茶掲色 暗褐色 灰褐色

胎   土

質

0.l cmの 砂粒合む

硬

01～ 0.5cmの砂粒少量、
合む

硬

0.1～ 0.3 clnの砂粒、雲母

含む

硬

0.l cmの 砂粒含む

硬

備   考

○下半部に煤付着、腹郡

に黒斑 (8× 18)cm

〇外面全体に煤付着

○濤内における供献土器

○口縁から頸部にかけて

煤付着
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土器番号 29 30 31 32

種類

摘要
笠 霊 把手付壷 笠

法

量

ω

口縁径

器 高

腹 径

底 径

22.5

153(現存値 )

欠損のため不明

21.8

10,7(現存値 )

欠損のため不明
キ

す

11,2

13.3(現存値 )

欠損のため不明
]

Ⅲ
,

21.65

4.1(現存値 )

欠損のため不明

出土地区 3P P24 溝内 30C24 30,G24 30A23溝内

口

顕

　

　

　

部

形 態

文 様

整 形

タト

内

○太く直立する頸部に水

平に折れ曲る口縁部、

El縁端は上方に】巴厚す

る。

O口縁端面に凹線文あり
○頸部下に指頭圧痕文の

貼りつけ突帯あり。

〇横ナデ

〇指頭圧痕

○漏斗状に開く頸部に水

平に折れ曲がる口縁端

部は上下に肥厚する。
○口縁外端に凹線文を施

し、その上に刻み目文

と円形浮文。

○回縁内面はくの字形の

列点文。

O頸部に巾広く凹線文
○縦方向の荒い刷毛目

○口縁は横ナデをつくる

時生じた凹凸あり。

O頸部は凹線文あり。

○わずかに外方に傾斜 し

て立ち、斜めに折れ曲
る。口縁端は上下に肥

厚

○口縁部に2孔 1対 (2
組 )

○頸言層から】同部にかけて

刷毛目

○口縁部は外反し上下に

肥厚する。

〇回縁端面に回線文

1横

ナデ

|

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

外

内 ○肩部に継ぎ目の痕あり

不 明

〇肩部に横位の把手付

○】同部に刻み目支あり。

○刷毛目

不 明

底   部 不 明 不明 不 明 不 明

色   調
淡褐灰色 茶色 灰茶色 赤乳灰色

胎   土

質

0.1～ 0.3 clnの 砂粒含む

硬

微砂粒、雲母含む

硬

0.1～ 0.2 cmの 砂粒、雲母

極少量合む

硬

0.1～ 0.2 cmの 砂粒、雲母

含む

硬

備   考

〇口縁～頸部内外共に

煤付着

O黒斑あり
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土器番号 33 34 35 36

宝 笙 霊 甕棺の蓋

法

量

ｍ

口縁径

器 高

腹 径

底 径

19.0

14.3(現存値 )

欠損のため不明

25.5

19.1(現存値 )

欠損のため不明

22.5

31.9(現存値 )
29 4

欠損のため不明

40,4

10.8(現存値 )
40,7

欠損のため不明

出土地区 3L Y 13 30G24 30Y24 第 2号方影周湊墓
3号甕 棺の蓋

|

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

タト

内

○長く立つ頸部に受口状

の口縁部をもつ

○口縁部は横ナデ

○頸部は荒い刷毛目

○口縁部は横ナデ

○頸部はヘラ痕あり

○頸部は漏斗状に開き口

縁部は上方に立ち上る

受口状のもの。

O口縁受口状の部分に凹

線文

○口縁部と頸部のつぎ目

に凹線文

O頸部下端に貼り付けた

突帯と指頭圧痕文

○頸部は縦方向に刷毛目

○口縁は横ナデ

○頸部は縦方向に刷毛目

O GOと 同じ

○口縁受口状の部分に凹

線文。

○頸部下端に貼り付け突

帯とヘラによる刻目文

1横

ナデ

○口縁端は水平に折れ曲

る。

○口縁端面に刻目文

〇横ナデ

一肩

胴

　

　

　

部

形 態

文 様

整 形

タト

内

不明

○刷毛目

○荒い刷毛目

①上半部細い刷毛目

○下部はヘラ磨き

○ヘラ磨き

○腰に稜をもちまっすぐ

立つ。

〇簾状文3帯 と波状文

○腰部に凹線文。

○横方向にヘラ磨き。

不 明 不 明 不 明 不 明

色   調
黒褐色 淡褐色 黄掲色 灰褐色

胎   土

質

微砂粒、雲母含む

硬

01～ 0.3 cmの 砂粒、含む

硬

0.1～ 0.3 clnの 砂粒 、雲母

含む

硬

0.l clnの砂粒、雲母含む

硬

備   考

○内面に煤付着 ○口縁に黒斑 ○胴部から底部にかけて

票誠至(12× 3)Cm

底   部

―- 23 -―



土器番号 37 38 39 40

摘要
甕棺の身 甕棺の蓋 甕棺の身 鉢

法

量

翻

口縁径

器 高

腹 径

底 径

32.5(復元値 )
598(復元値 )
39.7

8.9

43 6

27 8

45 2

10.8

28.9

430(現存値 )
32 1

欠損のため不明

1

Ⅲ
)

17.8

36(現存値 )

欠損のため不明

出土地区
第 2号方形周濤墓
3号甕棺

第 2号方形周濤墓
2号甕 棺の蓋

第 2号方形周濤墓
2号甕 棺 30C24

口
　
　
　
顕
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

外

内

○短く外反する回縁部で

口縁端は夕陣」下方に折

り曲げている。

○口縁端面に刺突文

1横

ナデ

○段状回縁部をもつ

○回縁端面に刻み目文

(間隔をあけて)

○横ナデ

○ヘラ磨き

○わずかに立つ頸部に斜

め上に外反する口縁部

○横ナデ、刷毛目調整

O横ナデ

○内方に傾斜 して立つ

〇波状文 2帯直線文

1横

ナデ

|

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

タト

内

○いくぶん上の方で胴が

がはり出し、なだらか

なカーブを持って、そ

のまま底部につづく①

○縦方向にヘラ磨き。

○横方向にヘラ磨き。

○腰に稜をもち、やや内

方に傾斜して立つ

○直線文

〇腰の下横方向にヘラ磨

き、下半部、縦にヘラ

磨き。

○上半部横にヘラ磨き

○下半部縦にヘラ磨き

○なだらかなカーブをえ

がき、 】同部はあまりは

り出さない。

○ 下→上→下へと山形
のヘラ磨き証部は斜め

にヘラ磨き

○刷毛日、上部は用」毛目

の上に間隔を大きくと
ってヘラ磨き。

不明

底   部
底はヘラ削り

不 明 不明

色   調
茶掲色 黄掲色 暗掲色 黒褐色

胎   土

質

0.2～ 0 3cmの砂粒、雲母

含む

硬

0.1～ 0 2Cmの 砂粒、雲母

少し含む

硬

0,1～ 0。 2 cmの砂粒、雲母

含む

硬

微砂粒、雲母合む

硬

備   考

○胴部に黒斑 ○胴部から底部にかけて

大きな黒斑

O外面に煤付着、内面、
底面、胴部下半に黒班

―- 24 -―



土器番号 41 42 43 44

種類
鉢 無 頸 壷 無 頸 壷 無 頸 壷

法

量

ｍ

口縁径

器 高

腹 径

底 径

23.4

2.65(現存値 )

欠損のため不明

12 5

5.8(I見存子値 )
17.05

| 欠損のため不明

17.8

5.5(現存値 )

欠損のため不明

13.7

109(現存値 )
20.9

欠損のため不明
|

出土地区 5BWl～ 3 5BW 5 5BW 3 30C24

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

|

形 態

文 様

整 形

外

内

○腰に稜をもち内弯 して

立つ口縁部。

①櫛による刻み目文

○横ナデ

○口縁の上端は平らで外

端 は外方横に肥厚す

る。

○無文

1横

ナデ

○口縁の上端は平らで、

内方に】巴厚する。

○無文

|

横ナデ

〇口縁端はわずか下に折

れ曲っている。

〇口縁下に 2子し1文↓2組

1横

ナデ

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

タト

内

不 明

○球形に近い胴部になる

と考えられる。

○にDと 同じ ○腰は低くはりだす。

〇日縁下から簾状文

(表面まJ離のため鮮明

ではない。)

|○

横方向にヘラ磨 き。

底   部 不明 不明 不 明 不明

色   調
赤掲色 乳褐色 乳褐色 暗灰青色

胎   土

質

0.1～ 0 2cmの 砂粒、雲母

含む

硬

0.1～ 0.3clnの砂粒、雲母

含む

硬

微砂粒を多量に、含む

(表面はザラザラ)雲母

少量含む。 硬

01の砂粒、雲母合む

硬

備   考

- 25 -



土器番号 45 46 47 48

無 頸 壷 無 頸 壷 無 頸 壷 台 付 鉢

法
　
量
　
ｃｍ

回縁径

器 高

腹 径

底 径

16.0

5.85(現存値 )

欠損のため不明

12.6

10.9(現存値 )

22 0

欠損のため不明

12.3

4.9(現存値 )

欠損のため不明

6.35

5.5

(脚部 )

4.1(裾径 )

出土地区 5BWl～ 3 3P E24 3NW24 3PP 24

|

回
　
　
　
頸
　
　
　
部

（杯
部
）

形 態

文 様

整 形

タト

内

O回縁端を外側下方に折
り曲げており、内面は

「 く」の字型である。

○口縁端面に簾状文

1横

ナデ

○丸みのある段状回縁部

をもつ。

〇口縁端部を夕帥」へ折り

返 した段状口縁部をも

○回縁部下に円孔

1横

ナデ

○縦長にひろがる直口の

回縁部、端面は丸い。

1手

づくね

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

（脚
部
）

形 態

文 様

整 形

外

内

〇腰は低くはり出すもの

と考えられる。

〇簾状文 2帯と列点文

○胴が低くはり器体は斜

めに立つ。

O簾状文

〇簾状文の間と、腰部横

方向にヘラ磨き。

○剣離のため不明

○は0と 同じ

○回縁下から簾状文

1剣

離のため不明

○短い裾広がりの中実の

脚部。

1手

づくね

底   部 不 明 不 明 不 明

色   調
暗灰青色 赤掲色

(中核)暗灰色

赤掲色

部分的にこげ茶色

茶褐色

(下半部は黒色)

胎   土

質

0.l Clnの砂粒、雲母合む

硬

0.1～ 0 3cmの砂粒合む

硬

0.1～ 0.3 cmの 砂粒多く、

雲母合む

軟

0.2cmの 砂粒合む

米巳雑

硬

備   考

-26-



土器番号 49 50 51 52

摘要
台付把手付鉢 鉢 無 頸 壷 鉢

法

量

ｍ

口縁径

器 高

腹 径

底 径

欠損のため不明

66(現存値 )
(脚部 )

7.05(裾径 )

11.25

43

5.8

8.6

2.2(現存値 )

欠損のため不明

18.8

9.75(現存値 )

欠損のため不明

出土地区 3L Y15 3NW24 5BW4 3 L Y 14

口

頸
　
　
　
部
　
（杯
部
）

形 態

文 様

整 形

タト

内

○縦長の直回の鉢になる

と考えられる。

O口縁端面は丸い。

1横

ナデ

Ok」 の字形に曲る口縁
部

1横

ナデ

〇斜めにまっすぐ立つ口

縁部上端面は平たん。

横ナデ

○口縁から簾状文 3帯 と

扇形文

〇縦方向にヘラ磨き

一肩
　
　
　
胴
　
　
　
部
　
（脚
部
）

形 態

文 様

整 形

タト

内

○短い脚部ですそまでな

だらかにひろがる。端面

は少し稜をもつが円く

終っている。

○ヘラによる沈線と斜線

○すそに三角形の孔 (不

貫孔 )

○しばり目あり、すそに

指頭圧痕あり。

○浅い椀状の器体

〇横方向に刷毛目

○横ナデ

○簾状文

底   部
底に近い部分はヘラ痕あ

り 不 明 不 明

色   調
淡褐色 茶掲色～黒色 暗灰青色

中核は黒色

灰褐色～責褐色

胎   土

質

01～ 0.3 cinの 砂粒含む

鵬

硬

0.2 clnの砂粒少量、雲母

含む

硬

0.l Clれ の砂粒含む、雲母

含む

硬

0.1～ 0.3cmの砂粒、雲母

含む

硬

備   考

○円板充填法 胴吉躊に巾のはっきりしな

い黒斑
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土器番号 53 54 55 56

摘要
鉢 鉢 鉢 鉢

法

量

ω

口縁径

器 高

腹 径

底 径

18

12.6

19 4

5.2

24.9

11.3(現存値 )

欠損のため不明

26.7

14.2

6.25

35。 15

615(現存値 )

欠損のため不明

出土地区 30C24溝内 30C24 5C120 5Bw5

口

頸

　

　

　

部

形 態

文 様

整 形

外

内

○椀状形の直回の口縁を

もち、端面は丸い (口

稼はきれいに整形され

ていない)

O横ナデ

O刷毛目

○斜めに広がる直回の鉢

○国縁からすぐ列点文 2

帯 (原体は管状のもの)

①横ナデ

○なだらかなカーブをえ

がく直回の鉢。

〇口縁内端面に刻み、日

縁部に列点文

○横ナデ

○口縁端を夕M」下方に折

り曲げ、内端は少 し下

がる。

○横ナデ

○斜め方向にヘラ磨き

|

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

外

内

○上部は横方向にヘラ磨

き。

O下部は縦方向にヘラ磨
き。

○文様の下は横方向にヘ

ラ磨き、その下は縦方

向にヘラ磨き。

○斜めに刷毛目調整をし

た上にヘラ磨き。

○縦方向にヘラ磨き。

○斜め方向にヘラ磨き。

○簾状文、その下、間隔

(2.5)cinを おいて縦向

に簾状文、その間に列

点文。

○横方向にヘラ磨き

底   部
底は指頭圧痕、中央部が

少しくぼむ。 不明

底の外―ヘラ削り

内一ヘラ磨き

色   調
茶～黒褐色 外

内

褐色

灰黒色

淡茶褐色 茶掲色

胎   土

質

α3～ 0.5 cmの 砂粒少量、

雲母含む

硬

微砂粒含む

硬

0.1～ 0.5 clnの砂粒少量

雲母含む

硬

0.lcmの砂粒、雲母合む

硬

備   考

○底部に黒斑 (7× 5)cm ○巾のはっきりしない黒

斑
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土器番号 57 58 59 60

摘要
鉢 台 付 鉢 台 付 鉢 台 付 鉢

法

量

ｍ

口縁径

器 高

腹 径

底 径

39 8

1045(現存値 )

欠損のため不明

19.1

7.0(現存値 )

(脚部 )

欠損のため不明

216
8.0(現存値 )

(脚部 )

欠損のため不明

24 8

131(現存値 )

(脚部 )

欠損のため不明

出土地区 5BW5 30H～ S 3 P D 24A溝内 3P0 24

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

（杯
部
）

形 態

文 様

整 形

タト

内

〇口縁端を夕帥」下方に折

り曲げ、内端は少し下

がる。

○口縁端面に簾状文

○横方向にヘラ磨き

○腰に稜をもち、内方に

やや傾斜 して立つ段状

口縁部をもつ内端は下

方に傾斜

〇棒状浮文に細かい刻み

○棒状浮文の間に縦の流

水文

○文様の下刷毛目

○腰に稜をもち、内方に

やや傾斜して立つ段状

口縁著5を もつ。

○口縁端面に簾状文

○口縁下は原体の巾の広

い簾州大文と巾がせまく

荒い簾状文 1帯

〇文様間をヘラ磨き

○腰に稜をもち、直立す

る段状口縁部をもつ

○浅い櫛描きによる直線

文、波状文

○口縁は横ナデ

○ヘラ削りの上にヘラ磨

き

○口縁部は横ナデ

○下半部は細かく刷毛目

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

（脚
部
）

形 態

文 様

整 形

タト

内

○簾状文

○文様帯間をヘラ磨き

○横方向にヘラ磨き

不明 不 明

不明

○わずかにしばり目の痕

あり。

底   部 不明

色   調
茶掲色 暗掲色 灰褐色 上半部 淡掘色

下半部 黒褐色

胎   土

質

01～ 0.3 cmの 砂粒多量、

雲母含む

硬

01～ 0.2 cmの砂粒、雲母

含む

硬

0,1～ 0。 3cmの砂粒、

雲母少量合む

硬

0.1～ 0.3 Cmの 砂粒、合む

硬

備   考

○円板充壊法

○回縁から月同言躊まで黒斑
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土器番号 61 62 63 64

摘要
台 付 鉢 台 付 鉢 高  杯 高  杯

法

量

ω

口縁径

器 高

腹 径

底 径

24.8

6.2(現存値 )

(脚部 )

欠損のため不明

30 9

26.1

(脚部 )
17.0(裾径 )

22 6

8.6(現存値 )

(脚部 )

欠損のため不明

27 5

8,3(現存値 )

(脚部 )

欠損のため不明

出土地区 3NヽV23 3 L Y 13 5 C H20 3 P B24

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

（杯
部
）

形 態

文 様

整 形

タト

内

○腰に稜をもち、内方に

傾斜して段状口縁部を

もつ。

○口縁端面列点文

胴部は簾状文と列点文

○横方向にヘラ磨き

○部分的に指頭圧痕あり。

○月要に稜をもち、まっすぐ

立つ段状口縁部

○直線文

○腰部は横方向にヘラ磨
き
○腰部の下から脚部にか

けて縦方向にヘラ磨き
○横方向にヘラ磨き

○水平にひろげた口縁部

で、内端は1条の凸帯

をもち、タト端は下に折

れ曲る。

〇口縁は横にヘラ磨き、

体部はヘラ削りの上に

ヘラ磨き

○口縁は横ナデ、体部は

細かくヘラ磨き

O1631と 同じ形態でクト端は

下に長く折れ曲ってい

る。

○口縁は横方向、体部は

縦にヘラ磨き

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

（脚
部
）

形 態

文 様

整 形

タト

内

不明

○裾までなだらかにひろ

がり端部は上下に肥厚

する。

○ヘラ磨き

○上半部 しばり目

○下半部横にヘラ削り

不 明 不 明

底   部 不 明 不 明 不 明

色   調
濃茶褐色 赤掲色 タト

内

黒†局色

暗褐色

褐色

胎   土

質

01～ 0.3 Cmの 砂粒

雲母含む

硬

微砂粒少量

硬

0.1～ 0.3 Crnの砂粒

雲母含む

硬

0.1～ 0。 2 clれ の砂粒少量

雲母含む

硬

備   考

脚部外

杯部内
|に馴
∫

○杯部内面に植物性付着

物

○口縁に煤付着

○円板充填法

○口縁に黒斑

(3× la cln)
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土器番号 65 66 67 68

摘要
高  杯 高  杯 高  杯 台 付 鉢

法

量

ω

口縁径

器 高

腹 径

底 径

25.1

20(現存値 )

(脚部 )

欠損のため不明

28.8

120(現存値 )

(脚部 )

欠損のため不明

欠損のため不明

21,9(現存値 )

(脚部 )
171(裾径 )

13.2

10,3(現存値 )

(脚部 )

欠損のため不明

出土地区 30L24土 拡No。 1 3P T25 3 P Y20 30F24

口

頸
　
　
　
部
　
（杯
部
）

形 態

文 様

整 形

タト

内

060と 同じ形態で外端は

少し内方に向く

〇口縁の上端面と外端面

に細かい刷毛目の上を

斜格子の暗文

○縦にヘラ磨き

○刷毛日の上にヘラ磨き

〇俗0と同じ形態で内端の

凸帯I「 く」の字形を呈

す。

○口縁部のかえりの内面

は不整形でザラザラ

○口縁端面は横方向にヘ

ヘラ磨き

〇体部は縦方向にヘラ磨

き

○横方向に短く切ってヘ

ラ磨き

060と 同じ形態のものか

下半部は斜めまっすぐ

立つ

○縦方向にヘラ磨き

○腰部ではっきりした稜

をもち内弯 して立つ口

縁部で端面は 2本の
稜をもつ

○上半部は横方向ヘラ磨

きの上に縦にヘラ磨き

○下半部は縦にヘラ磨き

○横方向にヘラ磨き

|

一肩
　
　
　
胴
　
　
　
部
　
（脚
部
）

|

形 態

文 様

整 形

タト

内

○長い柱状部は中空で器

壁はうすい。

○ヘラ磨き ○縦方向にヘラ磨き

O横にヘラ削り

○長い柱状部をもち裾部

はなだらかにひろがり

端部は上下に】巴厚する。

○柱状部下にヘラによる

直線文

O縦方向にヘラ磨き
○裾は横ナデ

○しばり目あり

〇裾は横ナデ

不 明

底   部

色   調
赤掲色 杯部は黒褐色

脚部は灰色

淡掲色 淡褐色

胎   土

質

0.1～ 0.2 Clれ の砂粒少し

雲母含む

硬

0.2～ 0.3cmの砂粒

硬

0.1～ 0.3cmの 砂粒

硬

0.1年 0.2 cmの 砂粒多い

硬

備   考

○円板充填法 ○杯部にうすく煤付着

○円板充填法

○円板充填法 ○杯下半部に黒斑

○円板充填法
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土器番号 69 70 71 72

高  杯 高  杯 水  差 台 付 鎌

法

量

ω

口縁径

器 高

腹 径

底 径

欠損のため不明

13.5(現存値 )

(脚部 )

11.5

欠損のため不明

11.1(現存値 )

(脚部 )
142(裾径 )

9,2

14.7(現存値 )

欠損のため不明

21,1

16.3(現存値 )

(脚部 )

欠損のため不明

出土地区 3 P T25 30C24溝 内 3PYl 5 C H20

口

頸
　
　
　
部
　
（杯
部
）

形 態

支 様

整 形

タト

内

不 明

〇下半部は横にヘラ磨き

不 明

○縦方旬にヘラ磨き

○横方向にヘラ磨き

○頸部は少し内弯 して立
つ、端面は丸い。

○頸部に凹線文

1憤

ナデ

○腰に稜をもち、やや外

方に直立する国縁部

○凹線文の間に波】大文

○下半部は細かい維方向

のヘラ磨き

○横ナデ

○下半部は刷毛目の上を
ヘラ磨き

|

一肩
　
　
　
胴
　
　
　
部
　
（脚
部
）

形 態

文 様

整 形

タト

内

〇柱状部から裾まで、な

だらかにひろがり、端

面に凹線文

○縦にヘラ磨き

○上半部 しばり目

○下半部はヘラ削り

〇柱状部は短く裾までな

だらかにひろがり端部

は上下に肥厚する。

○柱状部に凹線支

○縦にヘラ磨き

○上半部 しばり目

○指頭圧痕、裾部ヘラ削

り

○球形に近い形態になる

と考えられる。

○直線文と波状文を交互

にくり返す。

○短い刷毛目

○短い1主耳犬吉卜

○有孔

○縦にヘラ磨き

○上半部はしばり目

○下半部は横にヘラ削り

底   部 不明

色   調
乳灰色 褐色 外 褐色

内 赤掲色
淡灰色

胎   土

質

微砂粒多い

硬

微砂粒多い

硬

微砂粒多い

軟

0.1～ 0.5 Cmの 荒い砂粒多

量含む

硬

備   考

○円板充填法 ①裾部に黒斑有

○円板充填法
○外に煤付着 〇円板充填法

○杯部に黒斑 (7× 16)
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土器番号 73 74 75 76

種類
台 付 鉢 台 付 鉢 鉢 台 付 鉢

法

二里

ω

口縁径

器 高

腹 径

底 径

欠損のため不明

6.8(現存値 )

(脚部 )
7.5(裾径 )

11.5

9.05

(脚部 )

6.95(裾径 )

20 9

12.4

21.5

6.9

20,2

5.2(現存値 )

(脚部 )

欠損のため不明

出土地区 3N W23 3 P F24 30Q9南 pit 5BWl～ 3

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

タト

内

不 明

○浅い椀形の器体で、口

縁端吉Ⅲよ内方に丸く肥

厚する。

○口緑部は横ナデ

○下半部はヘラ磨き

○横ナデ

○直口の鉢で、口縁部は

内弯する。

○口緑部に凹線文

1横

ナデ

○腰に稜をもつ直口の鉢

○口縁部に凹線支

○ヘラ削り

〇ナデ

一肩
　
　
　
胴
　
　
　
部
　
（脚
部
）

形 態

文 様

整 形

タト

内

○短い脚部で裾はやや内

弯する端面は丸い。

○脚部裾に凹線文

○ヘラ磨き裾は横ナデ

○横方向にヘラ削り

○裾は内方にちぢまる脚

部で端面は丸い。

06ケ所に穿孔

○穿孔の部分は縦に、そ

の下は斜めにヘラ磨き

○横方向にヘラ削り

○ヘラ削り

○斜めに刷毛目、その上

をヘラ磨き

不明

底   部

○底はヘラ肖Uり

色   調
外 乳灰色
内 灰茶

外 黒褐色～褐色
内 茶色

乳黒掲色 灰褐色

胎   土

質

0.l Cinの 砂粒

雲母含む

硬

0.l Cmの砂粒極少量

硬

01～ 0 5Cmの砂粒含む

雲母含む

硬

0.l cmの砂粒

硬

備   考

○脚部裾に黒斑

○円板充填法

○円板充填法

○口縁から脚音5に かけて

期

0内面に植物性付着物
○口縁部に黒斑 (14× 3)
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土器番号 77 78 79 80

種類

摘要
鉢 鉢 鉢 高  杯

法

量

ｍ

回縁径

器 高

腹 径

底 径

27.8

535(現存値 )

欠損のため不明

23.8

6.2(現存値 )

欠損のため不明

24 3

16.0

6.5

30.4

131(現存値 )

(脚部 )

欠損のため不明

路土地区 5BW4 3 P Y17 3 L Y23東西自然溝 5C120

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

（杯
部
）

形 態

文 様

整 形

タト

内

○腰に稜をもち、少し内

弯する回縁部

○凹線文が間隔をあけ
″

2本

1横

ナデ

〇直回の口縁部

○口縁部に凹線文

①口縁部は横ナデ

○椀形の器体で、国縁内

端が少し下っている。

○口縁端面に細かく刻み

O口縁部に凹線文

1横

ナデ

O直口の杯部で、端面は
内方が低く傾斜、肥厚

し、上端に凹線文をも

つ

○口縁部に凹線文

○上半部は横方向にヘラ

磨き

○下半部は縦方向にヘラ

肖Jり

○口縁部は横ナデ

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

（脚
部
）

形 態

文 様

整 形

タト

内

不 明

○凹線文の下からヘラ磨

き。

○上半部刷毛目

○下半部ヘラ削り

○刷毛目

○脚部の器壁は相当厚い

○ヘラ削り

○しばり日の痕あり。

底   部 不 明

色   調
タト

内

赤褐

褐色

色 淡茶褐色 外 淡掲色
内 淡灰色

外 乳自色

内 全面にわたって煤付
着のため不明

胎   土

質

0.2Cmの 砂粒

03 の雲母含む
硬

0.1～ 0.2 clnの砂粒

雲母少量含む

硬

0,1～ 0,2 cmの砂粒

雲母含む

硬

0。 1～ 0.2 cmの 砂粒、

雲母含む

硬

備   考

○内面全体に厚く煤付着

〇杯の上半部に黒菱
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土器番号 81 82 83 84

摘要
カ   メ カ   メ カ   メ カ   メ

法

量

ｍ

口縁径

器 高

腹 径

底 径

99
4.3(現存値 )

9.0

欠損のため不明

11.75

8.65(現存値 )

12.8

欠損のため不明

124
4.2(現存値 )

1

|

,

欠損のため不明

14.6

375(現存値 )

欠損のため不明

出土地区 5BW5 5BW4～ 5 5BWl 5BWl～ 3

|

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

外

内

○口縁部は外反するが、

内外とも円味をもち端

面は丸い。

‖

1横

ナデ

○口縁部は斜めに外反す

るが、内外とも円味を

もち端面は丸い

○口縁端面に刻み目文

○口縁内端に横方向に荒

ヽヽ刷毛目

O GDに 同じ

1横

ナデ

OGかに同じ

1横

ナデ

一肩
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

タト

内

○腹径は口径よりも小さ

い ①

○ヘラ削り

○月同部はあまりはり出さ

ずなだらかなカーブを

もつ。

OGかと同じ形態と考えら

れる。

○交差する刷毛目

○荒い刷毛目

Oヘ ラ磨き

〇横ナデ

底   部 不 明 不明 不明 不明

色   調
灰褐色 タト

内

灰褐色

口縁 灰褐色
胴  茶掲色

乳黄色 茶掲色

胎   土

質

0.1～ 0.2cmの砂粒

雲母含む

硬

0.1～ 0.2 cmの 砂粒

雲母含む

硬

0,1～ 0.2 cmの砂粒

雲母含む

硬

0.1～ 0.2 clnの砂粒

雲母含む

硬

備   考

○肩部に断ぎ目痕あり
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土器番号 85 86

種類
カ   メ カ   メ

法

量

ｍ

口縁径

器 高

腹 径

底 径

13.0

7.0(現存値 )

欠損のため不明

14.5

8.4(現存値 )

欠損のため不明

出土地区 5BWl～ 3 5BW5

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

|

形 態

文 様

整 形

タト

内

○む〕に同じ

1横

ナデ

①ほかに同じ

1横

ナデ

一届
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

タト

内

○むかと同 じ

○縦方向の細かい刷毛目

の上にヘラ磨き

〇横ナデ

○縦方向に荒い刷毛目

底   部 不 明 不明

色   調
黄掲色 濃茶色

胎   土

質

0.1～ 0.2 cmの砂粒

雲母含む

硬

01～ 0 2clれ の砂粒
雲母合む

硬

備   考

外全面に煤付着
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土 器番号 87 88 89 90

種類
カ メ カ メ カ メ

q罠

法

量

ω

口縁径

器 高

腹 径

底 径

15.9

4.7(現存値 )

1欠
損のため不明

11.2

15.7

12.1

4.65

11.1

8,9(現存値 )

12.6

欠損のため不明

14.7

23.3

16.1

5.1

出 土地区 5BW5 5BX～ BY7 30C24濤内下層 30A23溝内

口
　
　
　
頸
　
　
　
郡

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

OGDに 比べるとほぼ水平

に外反する

1横

ナデ

○口縁は短く水平に折れ

曲る

〇口縁端面の整形不充分

○横ナデの上に細かい刷

毛目

○届」毛日

○口縁は水平近く折れ曲

り、内面に稜をもつ。

端部は矩形をなす

○口縁端面に刻み目文

○横ナデ

○横方向に刷毛目

○わずかに直立する頸部

をもち、口縁は水平に

折れ曲る。端面は矩形

①横ナデ

O頸部～胸部にかけて横

方向にヘラ磨き

一肩
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

OGりと同じ形態になると

考えられる

○煤付着のため不明

O横方向にヘラ磨 き

○口径とあまり変らない

腹径で器壁も他のカメ

に比べると厚い。器面

の凹凸が激しい

○上半部はヘラ磨き

O下半部はヘラ削りのま

ま

○ヘラの痕あり

○腰部は丸くはり出す

O全面に刷毛目

①細かい刷毛 目

○腰高でなだらかなカー

ブをえがいて底部につ

づく

○ヘラ削りの上に細かい

ヘラ磨き

○縦に間隔をゎけてヘラ

磨き

底   部 不明
(外)指頭圧痕
底は厚い 焼成後に穿孔

色   調

(外)濃茶色

(内 )茶褐色
(外)茶褐色

(内 )黄褐色 灰褐色 茶～黒褐色

胎   土

質

0.2 CInの砂粒

雲母含む

硬

0.1～ 0.3 Cmの砂粒

雲母含む

硬

砂粒多い

雲母合む

硬

微砂粒

雲母合む

硬

備   考

○外面に煤付着 ○胴上半部に煤付着

○腰の部分に黒斑

〇ほとんど全面に煤付着 〇頸部と胴部の一部分に

煤付着
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土 器番号 91 92 93 94

種 類

摘要
甑 カ メ カ メ カ メ

法

量

ω

口縁径

器 高

腹 径

底 径

1欠

損のため不明

4.8

15.5

23.7

17.45

5.8

17.2

24.6(現存値 )

20.1

欠損のため不明

21.4

8.95(現存値 )

欠損のため不明
|

出 土地区 30A23溝内 3 L Y18 3zz 5BWl～ 3

|

回
　
　
　
頸
　
　
　
部

|

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

不 明

OGかに同じ

1横

ナデ

OGDに 同じ

横ナデ

OG〕に比べると少し上向

きに外反する

1横

ナデ

|

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

○ヘラ削 り

○左右の腰の高さがちが

い、形もいびつである

が、だ円形に近い。

○縦方向にヘラ磨き

○上半部は横方向、下半

部は縦にヘラ磨き

〇だ円形をなす

O縦方向にヘラ磨き

○部分的にヘラ磨き

O縦方向にヘ ラ磨 き

○横方向にヘラ磨き

底   部 焼成後に穿孔 内外ともヘラ削り 不 明 不 明

色   調 黒褐色 暗茶褐色 黒褐色 茶褐色

胎   土

質

0.1～0.3Cmの砂粒

雲母合む

硬

微粒

雲母含む

硬

0。 1～ 0。 25 Clnの砂粒

雲母含む

硬

0。 2～ 0.5 cmの荒い砂粒

雲母

硬

備   考

O内面に煤付着 ○外面、厚く煤付着 ○全面に煤付着 ○口縁に部分的に煤付着
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土 器番号 85 96 97 98

種類

摘要
カ メ カ メ カ メ カ メ

法

量

ω

口縁径

器 高

腹 径

底 径

21.4

21.3(現存値 )

23.7

欠損のため不明 |

28.9

6.9(現存値 )

欠損のため不明

37.2

4.35(現存値 )

欠損のため不明

38.8

7.8(現存値 )

欠損のため不明

出 土地区 3 P Y16 30C24濤内 5BW3 5BWl～ 3

|

|

口

頸

　

　

　

部

|

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

OGDに 同じだが内面は稜

をもつ

1横

ナデ

○わずかに立つ頸部に斜

めに外反する口縁部で

端部は下に少し肥厚

1横

ナデ

○口縁郡は少し斜めに立

ち、端部は下に折れ曲

る

○口縁端面に刺突文

○横ナデ

〇横ナデとヘラ磨き

○口縁上端は平らで外端

は下に折れ曲っている

○口縁端面に束」突文

○横方向にヘラ磨き

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

○腹径は回径とあまり変

らないでなだらかなカ

ーブをもつ

○縦方向のヘラ磨き

○胴部上に輪づみの痕あり

○用J毛 目

○横ナデ

O斜めに刷毛目

○縦方向にヘラ磨き

〇横方向にヘラ磨き

底   部 不明 不明 不明 不明

色   調 黒褐色 茶褐色 茶褐色 茶褐色

胎   土

質

0.1～ 0.2clll砂粒含む

硬

0.1～ 0.2 Clnの砂粒

雲母含む

硬

0.2 Clnの 砂粒合む

硬

0.1～ 0.2 Clnの砂粒を含む

硬

備   考

○外全面に煤付着 ○口縁部に煤付着
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土器番号 99 100 101 102

種 類

摘 要
カ メ カ メ カ メ カ メ

法

量

ω

回縁径

器 高

腹 高
底 径

l

|

16.1

4,9(現存値 )

欠損のため不明

13 5

9.5(現存値 )

15.4

欠損のため不明 |

16.9

9.3(現存値 )

欠損のため不明
|

22.3

3,45(現存値 )

欠損のため不明

出 土地区 5BW5 5BW4 5BW5 5BW5

口

頸

　

　

　

部

|

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

○回縁部は「く」の字形に

外反し端部は上方に少

し立上りをもつ

1横

ナデ

000に 同じ形で立ち上り

をもつ

1横

ナデ

009に 同 じ

1横

ナデ

O口縁部は水平に折れ曲

り端部は上方に少し立

ち上りをもつ

1横

ナデ

| 一月
　
　
　
胴

立
ロ

形 態

文 様

整 形

(タト)

(内 )

○胴部ははり出すと考え

られる

○煤付着のため不明

○交差する刷毛目

OeOと 同じ形態になると

考えられる

○用J毛 目

○用」毛 目の上に部分的に

斜めにヘラ磨 き

000と 同じになると考え

られる

○部分的に縦に荒い刷毛

目

○回径より胴部は内方に

ブ、る

○交差する刷毛 目

○斜め、横方向に刷毛目

底   部 不明 不 明 不明 不 明

色   調 濃茶色
(外)赤#局色
(中核)黒色

(内 )乳黄色
茶褐色 乳灰色

胎   土

賢

微砂粒

雲母含む

硬

0。 1～0.3 cmの砂粒合む

雲母含む

硬

0 1cmの砂粒
雲母合む

硬

微砂粒

雲母含む

硬

備   考

○全面に煤付着 ○胴部に煤付着 ○口縁から胴部にかけて
一部煤付着

○全面にうすく煤付着
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土 器番号 103 104 105 106

種類
カ メ カ メ カ メ カ メ

法

量

ω

口縁径

器 高

腹 径

底 径

12.8

22.1

14.8

5.3

25.6

9,35(現存値 )

欠損のため不明
|

30.0

20.0(現存値 )

34.5

欠損のため不明

34.6

6.3(現存値 )

1欠
損のため不明

出 土地区 3 L Y19 5BW5 5 C U 8 pit6 5BWl

口

頸

　

　

　

部

形 態

文 様

整 形

(タト)

(内 )

○口縁部は「く」の字形に

外反し、端部は少し立

ち上りをもち、矩形を

なす

1横

ナデ

000に 同じで端面はナデ

による凹みをもつ

1横

ナデ

○円みを帯びた「く」の字

形に外反する口縁部く

男宅吉躊はつ〉し二上ち_Lり を

もつ

1横

ナデ

000に 同じ

頸部も(104)に 同じ

1横

ナデ

一月

胴

　

　

　

部

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

○腰はあまりはり出さず

なだらかなカーブをえ

がいて底部につづく

○上半分は刷毛目

回縁下部はその上から

横ナデ

○下半分はヘラ磨き

○細かく縦方向に刷毛目

O】同部はあまりはり出さ

ない

○縦方向に刷毛 目

○斜めに荒い刷毛目

○肩部から九くはり出す

○背に矢がささった鹿の

絵

○荒い刷毛 目

〇斜めに細かく用J毛 目

○ヘラ磨き

○ナデ

底   部 不明 不 明 不明

色   調
(外)茶～黒褐色

(内 )褐色～黒色 茶褐色 茶褐色

胎   土

質

微砂粒

金雲母含む

硬

0.2 clnの 砂粒含む

硬

0.1～ 0.2 cmの砂粒含む

雲母含む

硬

01～ 0 15cmの 砂粒極少
量含む

硬

備   考

○全面に煤付着 ○口縁から胴部にかけて

一部煤付着

○胴部に煤付着 ○回縁端面にわずかに煤

付着
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土 器番号 107 108 109 110

種類

摘要
カ メ カ メ カ メ カ メ

法́

量

ω

口縁径

器 高

腹 径

底 径

36.0

8.45(現存値 )

欠損のため不明

28。 9

43.35

35,85

9.55

16.8

26.6

20.7(現存値 )

欠損のため不明

15.8

25。 15

19.0

5。 8

出土地区 5BW5 第 2号方形周濤墓 3 P D24A藩 内 3 L Y17

回
　
　
　
頸
　
　
　
部

|

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

000よ りも水平に折れ曲

る

○頸部は(104)に 同じ

1横

ナデ

000に 同じ

)(104)に 同 じ

1横

ナデ

○斜めに外反する口縁部

で端部は少し立ち上り

をもつ

○口縁端面は凹線文の上

に刻み目文(一部のみ)

1横

ナデ

○(109)に同 じ

○回縁端面に凹線文

1横

ナデ

一届
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

○刷毛目

○ナデ

○腰は九くはり出しなだ

らかなカーブをもつ

○上半部荒い刷毛目

○下半部はヘラ削り

O荒い刷毛目

○なだらかなカーブをも

つ。腰はあまりはり出

さず

O口縁下から刷毛目
○胴部中ごろはヘラ削り

○荒い刷毛目

〇(109)に 同 じ

O表面剣離のため不明

O細かく届」毛 目

底   部 不明 底は指頭圧痕 不 明

色   調 乳灰色 茶～黒褐色 暗褐色

(外)赤褐色
(内 )黄白色

胎   土

質

0.l Cmlの 砂粒含む

雲母含む

硬

0。 1～0.2 cm砂粒

雲母合む

硬

微砂粒

硬

0.1～ 0,3 clnの砂粒多い

硬

備   考

○一部煤付着 ○肩部に煤付着

04号甕棺(蓋がない)

○全面に煤付着
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土 器番号 111 112 113 114

種類

摘要
カ メ カ メ カ メ カ メ

法

量

ω

口縁径

器 高

腹 径

底 径

15.1

10.5(現存値 )

19。 1

欠損のため不明 |

20。 1

8.7(現存値 )

欠損のため不明

24.7

37.2

30.9

8.9 |

15.2

4.65(現存値 )

欠損のため不明

出 土地区 5BW4 30C24 30Y24 5BW5

口

頚

　

　

　

部

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

○「く」の字形に外反し端

部は上に立ち上りをも

つ

O回縁端面に凹線文

1横

ナ〒

○(109)と 同じで、内面は

少し円みをもつ

○頸部に少し凹みをもつ

○口縁端面に刻み目

(5個のみ)

1横

ナデ

○斜めに外反する口縁で

内面は九く、端部は上

方内側に向って立ち上

りをもつ

〇口縁下は凹みをもつ

○口縁端面はナデによる

凹線文

1横

ナデ

O(109)に 同 じ

O(110)に 同じ

1横

ナデ

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

○(109)と 同じ形態になる

と考えられる

○胴部中ごろに′l節による

刻み目文

○荒い刷毛 目

O細かい刷毛目

○(112)と 同じ

O細かい刷毛 目

○交差する細かい刷毛目

○肩からひろがり、胴部

で丸くはり出し底部に

つづく

O上半部荒い刷毛目
○下半部はヘラ削りのまま

底   部 不 明 不 明 外面に指頭圧痕 不 明

色   調
(外)乳灰色

(内 )茶褐色

(外)黒褐色

(内 )茶4局色 茶褐色 濃茶色

胎   土

質

0。 1～0.2 clnの砂粒

雲母含む

硬

微砂粒

雲母合む

硬

0.1～ 0.3 cnの砂粒

黒雲母含む

硬

0.1～ 0.2cmの 砂粒

雲母合む

硬

備   考

O口縁下に一部煤付着 ○内面の胴下半部に煤付

着

○胴部に黒斑 (14×■ )

O底部に黒斑(5× 12)
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土 器番号 115 116 117 118

種類

摘要
カ メ カ メ カ メ カ メ

法

量

ω

回縁径

器 高

腹 径

底 径

15

8.8(現存値 )
17 1

欠損のため不明

37.6

22.1(現存値 )

41.3

欠損のため不明

27.4

4.1(現存値 )

欠損のため不明
|

27.4

4.5(現存値 )

欠損のため不明

出 土地区 30C24溝 (下 ) 30C24藩 (下 ) 5BW4 5BW4

|

口

頸

　
　

　

部

|

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

○(109)に 同 じ

○(■ 0)に 同 じ

1横

ナデ

O(■ 3)に 同 じ

○頸部が少 し凹む

○(110)に 1司 じ

1横

ナデ

〇ほぼ水平にタト反し、口

縁端部は立ち上りをも
つ

○頸部は凹みをもつ (110)

に同 じ

1横

ナデ

○(109)に同じ

○わずかに立つ頸部を

もつ

1横

ナデ

|

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

|

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

①口縁下は横ナデ

○荒い刷毛目

○腰高で九くはり出す

卜細

不 明

○荒く斜めにヘラ磨き

底   部 不 明 不 明 不 明 不 明

色   調
(外)黒褐色

(内 )濃茶色 黒褐色

(外 )(内 )乳黄色
(中核)灰色

淡赤褐色

胎   土

質

0.1～α2cmの砂粒

雲母含む

硬

微砂粒

雲母極少量合む

硬

0.2 cmの砂粒合む

雲母極少量含む

硬

0.l cmの砂粒

雲母含む

硬

備   考

○全面に煤付着

エ
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土 器番号 119 120 121

種類

摘要
蓋 蓋 蓋

法

量

ω

回縁径

器 高

腹 径

底 径

7.8

2.3

15.7

7.7

12.8

4.8

16.2

5,2

出 土地 区 3 N W24濤状遣構 30A23 30A23

口

頸

　

　

　

部

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

○広いつまみをもち、笠

形をなす6口縁端部は

上方に肥厚する

02孔 1対 2組

}歌
形

○つまみの部分は上げ底

で、なだらかな器体に

凹みのある頸部から斜

めにひろがる口縁吉肝

○口縁端面に刻み目文

○口頭部はナデ

器体はヘラ削り

○‡旨おさえ

○つまみをもち笠形をな

す。回縁端面は丸い

02孔 1対  2組と焼
成後の穿孔がある(3孔 )

(割れた部分をつなぐ

ためと思われる)

○用」毛目

○横ナデ

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

不 明 不明 不明

底   部 不 明 不 明 不 明

色   調 灰褐色 黄茶褐色 茶色

胎   工

質

0,1～0.3cmの 砂粒

雲母合む

硬

0。 1～0.3 cmの砂粒含む

硬

微砂粒含む

硬

備   考

○器体部に黒斑(8× 9)

内面に煤付着
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土 器番 号 122 124 125 126

種類

摘要
変形土器 変形土器 小型壷形土器 鉢形土器

法

量

ω

口縁径

器 高

腹 径

底 径

13.0

不明

10.2

不明

15.4

不明

1不明
,

14.0

3.6

18。 4

8.2

不明

出 土地区 6 A V10 6AヽV10 6 B B10 6 A V10

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

○最大径が口縁部にあり、

急に頸部より屈折して

外反する。

〇内・外ともに横ナデが

なされているJ

O総れた頚部からわずか

に外反する回縁部に続

く。

○外面、内面ともに横ナ

デがなされている

1不明

O上端部をそいで外面に

わずかな稜をつくり出

している。

○外端部が内端部よりや

や低位にある傾斜した

端面である。

O内外面ともに丁寧な横

ナデがある。

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態

文  様

整 形

(外)

(内 )

○肩部は殆んど張ってい

ない。

又胴はわずかによくら

んで底部へすぼまると

思われる。

○外面は叩き日あり①

O内面は刷毛目の痕跡

がある。

○肩部が張り胴部中央部

の張りのみられない面

長な体部、底部へすぼ

まっていくのであろう。

○外面は斜行した叩き日、

内面はゆるやかな斜行

の届」毛目がある。

O胴下部が張り出し頚部

はほと/Lどすぼまらない。

O叩 き日、用」毛目が上半

部にあり、中央部はヘ

ラナデ、ヘラミガキが

施こされている。

O内 面胴上部に継ぎ目が

残り、それに沿って刷

毛日もある。

○内・外面とも叩き目が

横位に施こされている。

○ヘラ削りが斜め上の方

向(右下→左上)に行な

われている。

底   部 不 明 不明

叩きによって角のある底

部となっている。ヘラ磨

きがなされている。

とがり気味の九底。叩き

目が四方向にあリヘラ削

りが下から上方向にある。

色   調
外面は赤褐色で煤の付着

がある。

内面は赤十局色

外面は赤褐色で煤の付着

がある。

内器面は茶褐色

外面は褐色

内面は淡黄褐色 褐色

胎   土

質

砂粒を多く含みザラザラ

している

車欠身耳

砂粒を多く合みザラザラ

している

軟弱

砂粒を含む

堅級

砂粒を含む

堅緻

備   考

○胴下半を欠く ○胴下半を欠く ○回頚部を欠損する 〇最大径が回縁部にあり

やや張りをもって底部

へすぼまる。
○底部はヘラ削りによっ

てつつくられている。

Ⅲ
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土 器番号 123 127 128

種類

摘要
奎形土器 空形土器 甕形土器

法

量

ω

口縁径

器 高
腹 径

底 径

15.0

15.6

14.4

不明

|

12.5

10.5

10.9

4.7

出 土地区 5DX9 6 A ⅢV10 6B110

口

頸

　

　

　

部

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

○頚部は緩やかに外反 しており、口縁端部に到っ

ても肉厚の変化はない。内外器面共に横ナデをな

されている。

○胴部から続く頚部の叩き目は横ナデによって消さ

れている。

○胴部と口頚部との継ぎ目跡が残っており、継ぎ目

跡の整形されている所は明確な稜を成している。

○底部まで器壁はそうとう厚い。

○内外器壁共に横ナデがある。

○口縁端部は立ちあがり

つまみあげによる口唇

部を形成している。

○口唇部の外面に一条の

沈線がめぐっている。

○更に口唇端部下にも一

条乃至二条の沈線があ

る。

○内外器面ともに横ナデ

がある。

○口縁端部から広部まで

非常に磨減が激しく叩

き目のほとんどが消滅

している。

①口縁の端部は (外上方

へのび)面 をなす①

○くびれ部には指痕がみ

られる。

①不明

一肩
　
　
　
胴
　
　
　
部

|

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

○肩はほとんど張らず、国縁径と殆んど同径の腹径

をもつ。肩部の叩き目は右上→左下の方向をもち

胴部はその斜傾の叩き目の上を横方向に加えてい

る。

○肩部 にある叩 き目は、強 く一度だけのものと

弱 く三度、三度程度加えている叩 き目がある。

○内面器壁は横方向に(左→右)刷毛目があり底部か

らの刷毛目の上に重っている。

○肩部外面は叩 き目があ

り、頚部に近い部分は

横にナデている。

O肩部内面は斜め (左上
→右下 )に 刷毛 目があ

る。

○表面の剣離、磨減とも

激しい。

胴部最大径が器高の%
近くにあり、あまり肩

のはらない形であるc

(叩 き目が消失してい

るのであろう)

○約 2卿,1幅 のあらい届」毛

目が下から上へ不均等

についている。

底   部

①上げ底風であり刷毛目が縦方向(下→上)に ある

○輪状の底部の中央は窪んでいる。
不 明

o輪状の底部を押圧した

形をとり、非常に粗雑

なものである。

色   調

外面は黒色乃至黒褐色である。

内面は淡黒色である。

暗褐色

煤の付着がある

外 淡黄褐色
内 黒色

胎   土

質

砂粒を含む

堅緻である

砂粒を含む

堅級

普通 (小石 421″砂粒を多

く含む)

車欠弓目

備   考

○口頚部と胴部の継ぎ合せ部分は胴部より、口頚部

に粘土を引き上げ、合せ部分よりやや上部まで粘

上を引き上げているので稜は継ぎ目部分よりやや

上にめぐる。

①中央下半を欠損している。

○胴中央部以下を欠損す

る

○内面にスス付着

(外面は消失したもの

か)
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土 器番号 129 130 131 132

摘 要
甕形土器 高杯形土器 鉢形土器 小型甕形土器

法

量

働

口縁径

器 高

腹 径

底 径

10.9

9,7

9,9

3.8

11 9

4.4(杯高 )

2.4(脚径 )

他は不明

12.5

10.5

10.9

4.7

13.1

4,9(高 )

なし

なし

出 土地区 6 B E10 6BL6 6BL6 6 A Hlo

口

頸

　

　

　

部

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

○外上部へ立ち上がりそ

の端部はうすく九く仕

上げられている。

○外面は(一部)横方向に

叩き目がつき内面は横

になでられている。

○端部は丸 くお さめられ

ている。

○なし

○外面は横方向に粗い刷

毛目をつけ、端部は内

外とも横になでている。

内面で横ナデの見られ

ない個所には粗い刷毛
目がみられる。

○形態で端部は丸く収め

られている。

○なし

○外面はヘラ削りの後そ

の上を横になで平滑に

している。 内面は体
菩「から端言巨近くまでタト

面の叩き日と同じ原体

を用いたと思われる叩

き目がついている。

○九味の口縁端部である

〇頚部がやや肉厚になっ

て外反する口縁に続く

○なし

○外側は横ナデ

○内面は斜め縦方向にヘ

ラ削りの後横ナデを施

こしている。

|

一届

立
ロ

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

○肩が張り、胴部最大径

は器高の%位の個所に
ある。

①外面は磨滅しているが

日「 き目がある

O内 面はなでられている

○小さな椀状の杯部であ

る。

○タト面には米二ヽ 刷ヽ毛目が

横方向にあり、内面に

はヘラ削りの痕跡がか

すかに残りその上をな

でて平滑に仕上げてい

る。

O(130)と 同様の形態を

とる。

○ヘラ削りが施 されたま

まの荒い器面で底部か

ら体部へと斜め方向の

砂粒の動きがみられる

○外面はヘラ磨きが斜行

(左上→右下)し てある

○内面は斜方向あるいは

縦方向のヘラ磨きがあ
る

底   部

○平底をなして 128よ り数

段 うすくつくられている

○削られたものか。

タト面には届」毛目はみ られ

ず、内面にヘ ラ削 りのア良

跡 を明瞭 に見 ることが出

来る。

丸い底の外面は、ヘラ削

りなされたままで内面に

は指痕がついている。

平底

内、外面ともにヘラ磨き

がある。

色   調

外 黄褐色
内 黄褐色

外面 黒褐色
内面 黄褐色

外面 黄褐色
内面 黒褐色 内外面とも黄褐色

胎   工

質

普通 (小石 2～ 4卿、砂粒

を含む)

やや軟弱

良好 (砂粒を少し含む)

堅級

良好 (砂粒を少し合む)

堅級

砂粒を合む

やや堅級

備   考

○回縁の外狽Jの一部にス

ス付着

○内外面ともに平滑な仕

上がり。

O外面のほとんどならび

に回縁の内面の半周に

スス付着

○外面、内面のススの付

着範囲広し。

0130.131は 黒色灰層中

より出土。

○土師器か
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土 器番号 2 3 4 5

種 類
甕形土器 甕形土器 甕形土器 甕形土器

法

量

ω

口縁径

器 高

腹 径

底 径

14.8

1不

明

15

|

8

不 明

/13.8

1不

明

18.2

不明

27.4

不明

出土地区 6 B E10 6AヽV10 6 B A10 3 P Y20

|

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

|

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

○上向きのはね上りの口

縁部であり、その立ち

あがり部分は稜をなし

ている。

○外面は横ナデがあり、

くびれた部分は斜め方

向に (右上→左下)用」

毛目があり、くびれ直

下には横方向に叩き目

が重なる。

○内面は横ナデである

○わずかに屈曲しつつ伸

びる口縁部の端部は、

小さく上方につまみあ

げられ端面を形成する

○内外面は横ナデ

○頚部くびれ直下に横ナ

デがある◎

○口縁部は胴部からの屈

折が少ない。

○外面には横方向に刷毛

目があり、内面は横ナ

デの後に刷毛目が斜め

(左上→右下 )1こつけら

れている部分もある。

○頚部は縦方向・横方向

に刷毛目がある。

○頚部に対し、内反しつ

つ、鈍いふくらみを有

して立ち上っている。

①口縁端部上面には横ナ

デによる凹線帯がある

O内面端部は内方によく

れる。

○内外器面共に横ナデで

ある。

肩
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

○口径よりわずかに広い

腹径をもつ。

O胴部内面はヘラ削りに

よって平滑に薄く仕上

げられている。

○外面は叩き目が斜め

(右上→左下)に あり、

肩部には横位の叩き目

が入っている。

○外面は(右上→左下 )日「

き口があり、用」毛目が

右上→左下の方向にあ

る。

○内面はヘラ削りで平滑

にされ器壁は非常に薄

い

○肩部より胴中央部にか

けて用」毛口がみられる

O頚部には継ぎ目が残っ

ている。

○継ぎ目の断面は斜行し

回縁部の粘土帯の内面

下端が内面に残ってい

る継ぎ目跡であり、頚

部からの粘土帯の上部

が外面に出る。

:有§:ぞ零:二 :3子 |

痕がある。

底   部 不 明 不 明 不 明 不 明

色   調
暗褐色

煤の付着がある

黒褐色

煤の付着がある

暗褐色

煤の付着がある

褐色

胎   土

質

砂粒を含む

堅級

砂粒を含む

精緻である

砂粒を含む

堅緻

砂粒を含む

堅級

備   考

O胴中央部以下 を欠損す

る。

○胴中央部以下を欠損す

る。

○胴中央部以下を欠く。 O胴 中央部以下 を欠損す

る。

○布留式

―- 49 -―



土 器番号 1 8 9 10

種類

摘要
高杯形土器 高杯形土器 器台形土器 高杯形土器

法

二塁

ω

口縁径

器 高

腹 径

底 径

24.4

1不

明

17.6

15.2

10 6cm

1不

明

10,9

14.0

1否

明

出 土地区 6 A T10 6 B E10 6 B E10 6 A T10

口

頸

　

　

　

部

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

○口縁部は外反 しその端

部は九味をもってぅす

くおさめられており、横

ナデされている。
①杯下部にヘラみがきの

痕がぁる。

○外面低位に稜を有して

いる。稜は横ナデされ

接合部より稜まで縦方

向にヘラ磨きがある。

○底部内面はヘラ削 りさ

れ底部から上の方向に

ヘ ラ磨 きを施 こしてい

る。

○口縁端面は九くおさめ

られている。口縁部外

面 に はにぶい凹線文

が走りそれは内面の段

に照応するものである

○口縁部は内、外面とも

に横ナデがある。

○内外面ともに指頭圧痕

が顕著であり、器面の

凹凸が目立つ。

○杯底部に貫通孔がある ○内器面は緩やかな斜行

をなしている。杯下部

からの肉厚は、中央部

の立ちあがりより薄く

なり、杯部は外反 して

いる。

○内、外面ともに横ナデ

がなされている。

|

一肩

胴

　

　

　

部

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

○中空円筒、わずかに中

ふくらみである。

①外面、丁寧にヘラでナ

デられている。

○脚部の中空は棒状のも

のによって作られたの

であろう。

○脚部は中空で中央はふ

くらんでいる。内面の

整形はなされておらず

強い絞り目がある。
○杯部と脚部の接合部は

肉厚化され、指痕があ

る。又、脚部と裾部と

の接合部にも指痕があ

る。

○ややふくらみをもって

斜行し、三個の円孔が

みられる。円孔は外面

より内面が広い。

○外面は器受部と脚台部

の接合部より斜め右下

方向にヘラ磨きがある

○内面は横ナデがなされ

ている。

不 明

底   部 不 明 不 明 不 明

色   調 赤味のさした黄褐色 黄褐色

下部に黒斑を有 し、黄褐

色である。 赤褐色

胎   土

質

砂粒をやや合む

良好である

砂粒含まず

良好

砂粒合まず

良好

砂粒を含む

備   考

○裾部を欠損している。 ○器受部を欠損する。 ○杯部片だけが残されて

いる。
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土 器番号 6 7 11 17

種類

摘要
壺形土器 壷形土器 壺形土器 甕形土器

法

量

ω

口縁径

器 高
・腹 径

底 径

9.0

15.0

12

1不
明

13.2

5.0

16.2

13.3

15.6

14.3

不明

出 土地区 6 B E10 6 B E10 6 A U10 6 A Ⅵ110

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

|

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

〇外上方にやや開き比較

的長い頸部、端部断面

はするどい九味をおび

る。

○外面は一部に緻密な刷

毛目があり大部分に横

ナデがある。

①内面は緻密に丁寧な刷

毛目がある。

○口縁部が外上方にやや

開くと思われる 頚部を

有するのであろう。

(6)よ り頚部はややすば

まる。

○内外面ともにヘラ磨き

である。

O外面のくびれの緩漫な

割に内面は肉厚化によ

って明確な稜を有して

外反する。

O内外面はともに剣落が

激しく観察は出来ない。

○く字形に外折する口縁

は外反ぎみにつくられ

端部は上方へ丸くおさ

さめられている。

○内外面は左回りの横ナ

デによってつくられ砂

粒の動きがみられる。

oか なりていねいなつく

りである。

一肩

胴

　

　

　

部

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

○胴部は痛平な球形であ

る。

○肩部はほとんど張らず

ヘラみがきで仕上げて

いる

O外はヘラ削りされた後、
ヘラ磨きされている。

○内面はヘラ削りの後横

ナデをしている。

○肩部はほとんど張らず

なだらかに胴部に続く

扁平な球形の体部であ

る。

○外面肩部はヘラ磨きさ

れ、胴部はヘラ削りの

後、横ナデされている。

○内面は荒いヘラ削りで
ある。

○くびれ部より緩らかに

ふくらみつつ底部に到

る。

○外面は縦方向に刷毛目

がある。

○外面の剣落が激しい。

①内面はヘラ削りである。

○やや下ぶくれの袋状の

形態をとるのであろう。

○外面は上から下へ粗い

刷毛目がみられ内面も

上から
~下
ヘヘラ肖」りさ

れている①
平底、外面 Iよ ヘラ肖」りし

ている。

内面は輪状の継ぎ目の痕

跡がある。

底   部

丸底、外面はヘラ削りな

されている。

○丸底で外面は刷毛目が

あり、内面は指圧痕が

ある

不 明

色   調 淡褐色 淡黄褐色 褐色 赤褐色

胎   土

質

砂粒を少々合む

堅緻

砂粒合む

堅緻

砂粒を合む

ゃや堅緻

良好 (砂粒少し)

堅緻

備   考

ヘラ削りは主として外面

に行なっている。

○口縁部を欠損する。

O(6)と 同形態

O(6)よ り胎土が悪い。
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土 器番号 12 13 14 15

摘要
杯形土器 杯形土器 杯形土器 甑

法

量

働

回縁径

器 高

腹 径

底 径

14.2

2.7

15.6

3.5

14.2

1不

明

26.0

出 土地区 6 A X10 6 A X10 6 A V10 3 P Y22

口

頸

　

　

　

部

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

Oやや外反する口縁端部

は九みをもち内にすこ

しふくらむ。

○外面はヘラ削りの後

横ナデが施こされてい

る。

O内面は横ナデされ、一

条の暗文がある。

O上部端面は内方へふく
れている。

○内外面ともにヘラ磨き

がなされている。

○内面に暗文が入る。

○口縁部は内弯 し、端面

はやや九くおさめられ

ている。

①口縁部直下には製作時

に生じたと思われる横

方向の不連続な沈線状

の線がある。

○指痕の凹凸をかなり有

する体部と底部体部下

端面には横方向のナデ

が施こされている。

Oな お、黒色の内面には

不連続な横方向の刷毛

によるナデが均―にみ

られ、その上にゆるい

螺線文がつけられてい

る。

○口頚部はゅるやかに外

反している。

○内面端部及び外面端部

の稜は非常に明確であ

る。

○外面は横ナデ

○内面は荒い刷毛日の後

横ナデが施 こされてい

る。

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

|

形 態

文 様

整 形

(外 )

(内 )

O内 面はヘラ削りの後、
一 部ヘラ磨きが施 こさ

れてぃる。

〇内面は上・下 2段のヘ

ラ磨き斜行文があるぃ

上段は右上■左下

下段はほぼ縦方向の右

上→左下

O外面は横ナデの後、ヘラ

磨きが施こされているc

○庭部から外上方へ、ゃ

ゃまっすぐのび、底よ

り13 cm位 の位置に

の把 手を左右に付して

いる。外面は細い層」毛目

で非常に丁寧に器面を

調整し下部は二段のヘ

ラ削りで仕上げてぃる。

○内面には大きく、しかし

丁寧なヘラ削りがみら

れる。

底   部

O外面はナデられており、
貼り付け高台がっけられ

ている。

なめらかにナデて仕上げ

られている。

底部には長円形の孔が 3

個所穿たれている。

色   調
外面 赤褐色
内面 淡褐色

外面 赤褐色
内面 淡″局色

内面は黒色

付面は褐色 内外面とも淡灰ヤ局色

胎   土

質

砂粒を少々含む
が精良な粘土。

軟弱

精良な粘土

軟目写

精良な粘土

軟弱

良好 (砂粒少し)

堅級

備   考

○底部外面に墨書してあ

るが、墨がうすくなっ

ており、判読できない。

OtOと 同様の意味か。

○底部外面に墨書してあ

る墨がうすくなってい

る。これは文字として

判読できないためある

種の記号と思われる。

○底部には 3孔 (2了し)かで
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土 器番号 1 2 3 4

種類

摘要
林身 林身 細頚壺 小型壺

法

量

ω

口縁径

文 様

腹 径

底 径

11.15

不明

10.1

5.4

9。 4

不明

8,6

5.8(?)

出 土地区 6AヽV10 6 B C10 6B110 6A19

回

縁
　
　

　

部

形 態

文 様

整 形

○タチアガリは高くほぼ

垂直に立つ。

○端部はひきあげた後に

横ナデ

○上面に段状の内傾斜面

を形成する。

この内傾斜面とタチア

ガリ内面との間には明

瞭な稜線が認められる。

従って端部外面は外へ

はり出す。

〇タチアガリは高くNα l

よりやや内傾するが、

するどく立つ。

他は配 1に同じ。

○端部はまる味をもって

いる。端部より下へ 2

cmと 2.3clnの ところに

シャープな稜線をもつ

凸帯が 2条施されてい

る。

○凸帯は水引きによるも

のである。

○この 2条の凸帯の下に

は波長の短ぃ波状紋が

施されている。(7本 )

O外反りする口縁部を有

し、端面は丁寧に横ナ

デで仕上げられている。

体
　
　
　
胴
　
　
　
部

|

形 態

文 様

整 形

○蓋受部は水平にはり出

す。器厚は約 3～ 4111111

程度と比較的薄い。

○内面は水引き痕がよく

残っている。

外面は蓋受部以下ヘラ

肖Uり T士上げ。

ONo.1と 同じ。

不 明

○口縁部と体部との間に

は杯の蓋受部と同様の

形態の外延部がある。

このタト延部は厚くシャ

ープに外へはり出す。

○外延部の下 8 nmに は波

長の短かぃ波状紋が 1

条施されている。(6本 )

O波状紋の下は、底部ま

で荒いヘラ削り仕上げ

底   部 欠損の為不明

器厚 5～ 6 111ill程度

外面は全体がヘラ削り仕

上げ

不明

中心部は欠損

ヘラ削りが認められる

色   調 内外面とも暗青灰色 内外面とも灰色～青灰色

内

タト

青灰色

黒灰色

外 青灰色
内 灰白灰

胎   土

質

良質 (l llull程 の砂合 )

堅緻

良質 (0.5～ lm砂含 )

堅緻

精良な粘土を使用

堅級

良好(3～ 5 mm砂合 )

堅級

備   考

○陶邑製か? ○陶邑製か?

○蓋受部に自然釉

従って焼成時は正位に

あった。

○陶邑製か ?

○口縁部の一部に灰褐色

の自然釉がかかってい

る。

○陶邑製か?

―- 53 -―



土器番号 5 6 7 8

摘要
小 形 壺 氏泉 EE 小 形 壺

法

量

ω

回縁径

器 高

腹 径

底 径

10,7

不明

103

不明

14.3

不明

不明

不明

18.25

九底

出土地区 6 B K10 6 B H10 6 B K10 6AH9

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

|

形 態

文 様

整 形

○漏斗状に開く回縁部を

持ち、端部は水引きの

後、横ナデ成形上面に

段状の内傾斜面を有し

内面との間に、明瞭な

稜線が認められる。頸

部から端吉躊までは、 2
本のシャープな凸帯で

3段 に区割りされ、下
の2段には波状紋 (6
本と5本 )が施されて
いる。

〇漏斗状に開く回縁部を

持つ、端部は外反し、

意識的に外へ引き出し

ている。 したがって内

部には凹みが形成され

ていて、内部の線との

間に明僚な稜線が認め

られる。頸部の胎壁は

厚く、頸部迄の間に一

帯の作出されたシャー

プな断面三角形の凸帯

を施 し、上下 2段 に区

割されている。 2段に
は、それぞれ一条の波

状叔が施されている。

〇漏斗状に開く回縁部、

回縁端部はひきあげの

後、横ナデイ士上げ、端

面は丸く、やや内側ヘ

立上がる。回縁部から

頸部にかけては、2本

の凸帯があり、端部直

下の凸帯は断面三角を

示す。シャープなもの

他の一本はやや丸味を

もったものであり、こ

の凸帯で頸部は2段に

区割されている。上段

は波長の短い波状紋 2

条で全域がおおわれ、

下段は中心部に一条の

波長の長い波状紋が施

されている。

不 明

|

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

不 明

○肩部が横に強く貼り出

し、なだらかに底に向

って細くなり、腹部最

大径の部分に2本の沈

線があり、 その沈線の
内に整った波状紋が一

条施されている。胴下

部は指で、粘土をおさ

えた後こまかなタタキ

目で仕上げられている。

又、 肩部から】同」と菩厨イよ、
ヘラ削リイ士上げ。

不明 明

底   部 不 明 不 明 不 明 不 明

色   調
表 黒灰色
裏 灰白色、灰色

表 黒灰色
裏 灰色

表 青灰色
裏 灰白色

内外とも黒灰色

胎   土

質

精良な粘土を使用

堅緻

精良な粘土を使用

堅緻

精良な粘土を使用

堅緻

精良な粘土使用

堅級

備   考

陶邑製か ?

口縁内部一面に灰自色の

自然釉付着

陶邑製か ?

口縁部内部は一面に自然

釉がかかってぃる。

陶邑製か ?

回縁内面は一面に灰自色

の自然釉付着

陶邑製か?

胴部上段に灰自色の自然

釉
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土器番号 9 10 11 12

種類

摘要
甕 甕 小 形 甕 小 形 甕

法

量

ω

口縁径

器 高
腹 径

底 径

24.0

不明

不明

不明

25,6

不明

不明

不明

20.6

不明

不明

不明

17.4

不明

不明

不明

出土地区 6 A X10 5DF8 5CT8 5 D Y20

口

頸

　

　

　

部

形 態

文 様

整 形

○強く外反する国縁で端

部は若干立上がる。

端面は断面四角形を呈

し、中央部がやや沈ん

でいる。端部直下に断

面三角形のシャープな

凸帯がある。

○強く外反する口縁で、

端部はやや立上がりか

けている。端面は、内

面に向いた方は丸く仕

上げられているが、外

面はにぶい断面四角形

を呈す。端部直下に丸

みをもった断面三角形

の凸帯を持ち、凸帯の

下には、波長が短かく、

比較的荒い,球紋が施
されている。内外面と

も水引きの痕が明瞭に

残っている。

○外反する口縁部は端部

で上下にふくれて終る。

したがって、端面は仕

上げの際に指による巾

の広い沈線が出来てい

る。

断面は四角形に近く角

はシャープである。

仕上げはすべて水引き

によるものであり、痕

が明確に残る。

〇強く外反する口縁部端

部は上端が立上がり、

下端は少し下へ下る。

したがって端面は中央

部がやや凹を呈す。

端部直下に断面三角形

のシャープな凸帯を持

つ。仕上げは水引きの

み。水引き痕は明瞭。

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

不明 不明 不明不明

底   部 不 明 不 明 不明 不 明

色   調
外 暗灰緑色
内 灰紫緑色

内外とも暗灰色 外

内

黒灰色

暗灰色

内外面とも淡青灰色

胎   土

質

精良な粘上を使用

堅緻

精良な粘上を使用

堅緻

精良な粘土を使用

(若干の砂粘を含む)

堅緻

精良な粘土を使用

やや軟質

備   考

陶邑製か ?

内面の全部と外面端部及

び凸帯上面に自然釉

陶邑製か ? 口縁端面及び内部上部に

灰白色の自然釉

陶邑製かP
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土器番号 13 14 15 16

摘要
器  台 杯  蓋 杯   身 杯   蓋

法

量

ｍ

口縁径

器 高

腹 径

底 径

35.0

(器高)不明

(脚高)不明

(脚径 )不明

14.6

4.4(?)
13.0

4.9

14.5

4.5(?)

出土地区 5DE8 6 B E10 6 B E10 6 B E10

口

頸

　

　

　

部

形 態
文 様

整 形

○回縁端部はするどく外

反する。端面は丸みを

もった佐l面四角形を呈

し、中央部に凹線状の

沈線がめぐる。 体菩躊は

2段分を残すのみであ
る。第 1段は波状紋で

飾られ、Lll面四角形に

えぐりの残された凸帯

で第2段と区切られて
いる。第 2段も波状紋
を施 し、第 3段とは、
凸帯で区切られている

○口縁端部は比較的する

どく外反する。端部内

面には、内傾斜面を作

り、内面との間には、

比較的明瞭な稜線を示

す。

端部外面は水引きの際

の指頭による凹みが認

められる。上部と口縁

部の境いの綾線は鋭さ

に欠ける。上部はその

えに荒いヘラ削りが施

されている。

○口縁部タチアガリは、

やや内傾する。端部は

丸く仕上げられている(

受部は厚く、やや上を

向いて横にはり出す。

体部の肉厚は厚く、水

引きの痕がけん著であ

る。体部外面のヘラ削

り仕上げは底から%程
度

〇国縁部、体部の区別が

明らかでない器形であ

る。回縁部は端面丸く

ほぼ垂直に下る①

器厚は厚く、技術の劣

弱を示す。

仕上げは体部の%にヘ

ラ削りを施 しているが

これも荒い、内面口縁

部は水引きのみ。

一肩

胴

　

　

　

部

形 態

文 様

整 形

不 明 不 明 不 明 不 明

底   部 不 明 不 明 不 明 不 明

色   調
外 吉灰色
内 灰紫色

外 黒灰色
内 暗灰色

外 暗青灰色
内 青灰色

外 茶褐色～黒灰色
内 暗黒灰色

胎   土

質

精良な粘土を使用

堅緻

精良な粘土を使用

(0.5～ 1.0の砂粒 を含む)

堅緻

10～ 2.0砂粒を含む

精良な粘土を使用

堅緻

2～ 5 mm程度の砂粒多合
した粗な粘土を使用

堅緻なるも気孔多し

備   考

陶邑製か?

杯部内面に自然釉

○胎土の断面は暗紫色 外面全体に暗黄褐色の自

然釉
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土器番号 17 18 19 20

杯   身 杯   身 杯  蓋 杯  蓋

法

量

ｍ

口縁径

器 高
腹 径

底 径

○ 12.9

4.5(?)
9.

4.

2

1

27.4

1.4(?)
28.0

1.7(?)

出土地区 6 B E10 らA U10 6 B H10 5CT6

口
　
　
　
頸
　
　
　
部

（体
部
）

形 態

文 様

整 形

〇口縁部タチアガリは薄

く、内傾 したもので端

部は九く仕上げられて

いる。

○受部はやや下り気味で

横にはり出し、凹みは

少ない。体部は薄く仕

上げられているが、ヘ

ラ肖」りは%程度 しか施
されていない。内外面

とも水引き痕がけん著

である。

O体部から、口縁部まで
はゆるやかに広がりな

がら直線的にタチアガ

ル端部は丸く仕上げら

れている。器壁には水

引き痕が明瞭に認めら

れる。

O口縁部は一度外反し、

すぐに屈折する。した

がって口縁部と蓋中央

部には明瞭な凹味がで

きている。端部は外を

向く様な形の断面三角

形を示 し、受部の凹み

は浅い。

○蓋中央部は直線的に成

形され、その大部分は

ヘラ削り仕上げがされ

ている。つまみは欠損

のため不明

○口縁部は短かく屈折 し

て断面三角形を呈す。

受部は19よ りは深い。

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態

文 様

整 形

不 明 不 明 不 明 不 明

底   部 不 明
高台は貼付け高台であり

底 郭全体は貼付けの後ナ

デえi形が施されている。

不 明 不 明

色   調
外、内とも黒灰色 外 暗青灰色

内 青灰色
内外とも青灰色 内外とも灰白色

胎   土

質

2～ 5 mm砂粒を合む粗な

粘土を使用

堅緻なるも気孔多し

精良な粘土を使用

堅緻

精良ナょ粘土を使用

堅級

良好

やや軟質

備   考

残存部下端の状態から高

杯 (有蓋)の可能性もあ
る。

口縁端部に灰黒色の自然

釉が認められる。
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土器番号 21 22 23

種類

摘要
杯   身 杯   身 鉢

法

量

ｍ

回縁径

器 高

腹 高

底 径

15.0

4.15

11.2

3.3

21.0

12.0

21.4

不明

出土地区 6 B F10 6 B C10 6AヽV10

口

頸

　

　

　

部

形 態

文 様

整 形

○口縁端部は横にナデて

丸く終る。

○体部は外傾 しながらタ

チアガル。

○高台は貼付け高台で仕

上げは横ナデ。

O底部は付高台より若千
横にはってあがる、

このため鋭い稜が認め

られる。

〇口協端部は横にナデて

丸く終る。

○体部は強く外傾する。

○島台は付かず、したが

って底部はヘラ起 しの

痕が著しい。

○短かい口縁部はやや外

傾 し、口縁端部は上端

を平たくなでて仕上げ

をしている。 したがっ
て内狽」へ粘上がはみ出

し、シャープな稜を作

っている。

一月
　
　
　
胴
　
　
　
部

形 態
文 様

整 形

不 明 不 明

○肩部はせまく、丸みを

もっている。

腹径は、口縁径とほぼ

同様、やや広くなって

いる。

底   部 不 明 不 明 不 明

色   調
内外とも青灰色 内外、青灰色 内外とも青灰色

胎   土

質

精良な粘土を使用

堅級

精良な粘土を使用

堅級

精良な粘土を使用

堅緻

備   考
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I 石   器

1.打 製 石 器

石器は量的には土器の量に比して極 く少い。地区ごとの(1971年 12

月の瓜生堂遺跡報告を参照)出土は表のとうりである。 特に集中して

いるところや,特異な出土状況のものはみられない。ただ木棺内か

ら出上した 5CT8区 の磨製石鏃 (磨製石父1の折れを磨いたもの)の よ

うなものはあるが,出土状況についての詳細は遺構についての報告

の際にゆずりたい。前期の層からはほとんど剣片のみで,66,67年

発掘のもの少量の他は,石器は全て畿内第 3様式を主とする中期の

層の出上である。石質は大阪市大理学部笠間太郎先生の肉眼による

鑑定である。御多忙のおりに象」片にいたるまで見ていただき,御指

導いただいたことを厚く感謝いたします。

石鏃 (図版40。 1-16)

半欠していてわからないもの 3個を除いて現在出土しているもの

13個すべて凸基 (山内清男博士。佐原真氏の用語に従う)で あり, 約半

数の 7個が鋭利な腸快のある有茎式である。10,16も腸快は不明瞭

であるが有茎式としてよいだろう。重さは13個のうち 5個が約 4g,

3個が1,3g,他は5.2gが 2個であり, 4gの群が目立っている。

石槍 (図版40。 17-24,29-31)

両側縁が並行に近 く,先端が尖り,断面凸レンズ状の石槍が大・

小合わせて 8個ある。大は巾4cm強から小は巾約 2 3cmま でであ

るが,破片がほとんどであり,完形品はない。4ヽ形のもの 2例はや

やつくりが粗い。他に極 く細身の小形のものと,側縁が並行せず菱

形に近い形のものとがある。 綱身のものは 巾ほぼ 1,2cm, 断面菱

形,側縁は鋸歯状となっている。

石錐 (図版40・ 32-34,102)

(32)は頭部と錐部が長さ 2分の 1ずつぐらい,断面 4面体に近い

錐部を細くつくり出している完形品。(33)は 頭部のみであるが,錐

部へ移行する部分がわずかに残っていて錐であることがわかる。あ

るいは欠けている他の一端も尖らせていたものかもしれない。 (34)

はほとんど加工痕のない象」片であるが,尖端から2分の 1は どの長

さまで磨滅と縦方向の1朱痕が著しく,一種の錐であるとみなした。

尖頭部のある石器 (図版40。 25-28,図版41・ 40,42)

図版41,(40)1ま一側に礫面を残していて,ま た図版40,(27)は 片

面の調整が極めて大雑把であるなど尖頭器というには/ヽ恰好である

が,いずれも先端を尖らしており,一応尖頭部をもつものとして分類

する。図版40,(28)1ま 半欠品であるが,尖頭恭の基部かと思われる。
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側縁に刃のある楕円形石器 (図版41・ 35,38,39,49)

両面を完全に剣離面で覆い,ほぼ楕円形に整えており,特に一側

縁にていねいに整形した付刃がみられる。図版41,(49)|ま 断面形が

特に部厚 くごろりとしているがこの類に入れた。図上半部の刃縁が

ひどく磨滅している。

柄部をつくり出している石器 (図版41・ 47,48)

図版41,(47・ 48)は一見尖頭器風であるが先端に二次加工していな

い面をわずかながら残しており,おそらく側縁を刃として使用した

ものと思われる。ともに基部に全形に対して柄部と考えられるつく

り出しをみせている。

その他刃縁をもつ石器 (図版41・ 36,37,43,44)

(43・ 44)は うすさ,大きさとも石鏃に近いが不整形であり,44は

調整の仕方も石鏃のようでなく,縁辺を細かく整形している。37は

凹みの部分が刃部になっている。

不定形石器および剥片 (図版41・ 41,生5,図版42・ 50-61)

不定形の象」片の側縁も調整祭」離して刃としているものがある。原

礫面を残している場合が多い。その他象」片は現在 274個あるが,全

く任意の不整な象」ぎ方を方をしていて,近畿地方に特徴1的な横象Iは

特に顕著ではない。

以上に述べた打製石恭および剣片はすべてサヌカイトであり,二

上山春日山の産である。ただ66,67年度発掘のものの一部に春日|十 1

でなく柏ケ峯・石まくり辺のものかと思われるものがある。従来 ,

近畿・瀬戸内で発見されるサヌカイトは四国讚岐および二上山の産

であるといわれてきた。 ところが近年石野博信氏によって, 神戸
甲山にも原石の産地があるといわれはじめ,新たに注目されること

になった。しかし笠間太郎先生によれば甲山のものはサスキトイ ド

であって,サスカイトとは明確に区別できるし,サ スキトィ ドは石

器製作には不適当であろうとのことである。なおサヌカイトは原産

地から自然力によって遠方まで連ばれることはなく,原産地がきわ

めて限られやすい。近畿一円のサヌカイトはそのほとんどすべてが

二上山春日山産に比定できるという。顕微鏡下のプレパラートをみ

ると素人目にもサスキトイ ドとサヌカイトとは判別できるし,笠間

先生は岩石学的にサスキトイ ド製の石器がないことは98%確言でき

るとのことであるが,さ らに甲山のものが石器製作に適しないこと

を立証するためには甲山産の疑いのある石器と二上山産サヌカイト
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第 5図 サヌカイトとサヌキトイド
(左の5片サヌカイト,右の
4片サヌキトイド)



2.磨 製 石 器

製の石器とを等量に資料として,岩石学的な比較を試みれば即座に

結果がでるのである。この点を一つの課題としておきたい。

石庖丁 (図版44・ 77-94,96)

今回掲載するもの19個。すべて半月形直線刃ないし紡錘形である

が,完形品はない。ほとんど 2孔のうち 1孔 と半分ぐらいのところ

で割れている。 2孔を残すもの11個のうち孔間の間隔 (器壁と器壁と

の)1 0Cmか ら2.9cmま でで,1 3cmが 4個で最も多い。 7個 に

刃の裏側に刃の全域にわたって光尺がある。 2個 に刃の側に光沢が

ある。使用痕のはなはだしいもの 4個があるが,必ずしも光沢のあ

るものと一致しない。しかし一致するもの 2個があり,使用痕のな

いものは刃をとぎ直していると考えられるので,こ れは使用に関連

する要素と思われる。使用痕もほぼ刃先から 3cm, ちょうど親指

で穂首を押えた辺りについていて,使用法は恐らく石毛直道氏論文

(1968年)の第 7図 2に一致するであろう。しかし,使用痕と思われ

ない刃に直角な條痕が,握った場合の手首よりの部分にも頭著にみ

られる 2例があり,背部にも著しい打痕がある例もあり,これらは

別な使い方をしているものと思われる。石質は77・ 不明。78・ 緑色

片岩。79・ 黒色片岩。80・ 砂岩ホルンフェルス。81・ 緑色片岩。82

・緑色片岩。83・ 緑色片岩。84・ 緑色片岩。85。 緑色片岩。86・ 緑

色片岩。87・ 緑色片岩。88・ 頁岩。89・ 流紋岩質凝灰岩。90・ 黒色

片岩。91・ 疑灰岩質砂岩。92・ 凝灰岩質砂岩。93・ 凝灰岩質砂岩。

94・ 緑色片岩。95・ 凝灰岩質砂岩。

大形石庖丁 (図版44・ 95,97)

図版44,(97)は半月形外湾刃の半分だけ残っているもの。面の大

部分が欠け去って,刃部の認められるのは端だけである。そのため

詳しいことはわからない。図版44,(95)は三角形と思われるが半分

を欠失している。一辺に片刃がつけられているが,あ まり鋭利では

ない。刃のない面の頂点近くに穿孔途中の小さな凹みがみられる。

石質は,95。 緑色片岩。97・ 緑色片岩。

蛤刃石斧 (図版43・ 62,63)

(92)は典型的な太形蛤刃石斧であるが,刃縁と片側縁とに粗い打

ち欠きが連り,一度欠損した部分を整え直そうとしたものらしい。

(63)はやや小形で刃は直線をなしている。胴部に摘打痕がよく残っ

ている。石質は62が砂岩ホルンフェルス。63がガブロ岩。 (斑砺岩)

柱状片刃石斧 (図版43・ 64)
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第 4図 第 6号方形周溝墓
木棺内石鏃出土状態

全体の 3分の 2ほ どを残して刃部は欠失しているが,断面の一辺

をなしている扁平な面からみて片刃石斧である。頭頂部にはきちん

と稜をつけている。石質は輝緑凝灰岩。

痛平片刃石斧 (図版43・ 65,66,70・ 71)

(65)は極 く小形のもの。刃のない側の面は半分欠け去っている。

刃縁は斜めに研がれている。刃部では横に体部では斜めに研ぎ目が

著しい。(66)は頭部の一部のみで詳細は不明であるが,よ く磨かれ

ている。(70)は 1971年 12月 の報告に載せたものであるが図が不完全

だったので再度実測した。(71)は半欠品であり,刃部が欠け日で覆

われていて,完全に復元すればもう少し長くなるだろう。裏面も剣

がれている。石質は65が砂質泥岩ホルンフェルス。66がホルンフェ

ルス。70は砂岩ホルンフェルス。71は輝緑凝灰岩。

磨製石剣 (図版43・ 67,68,69,72)

(67)は両面にしのぎをもつ石剣である。全周

が欠けていて,さ らに折れ目を研ぎかけた痕跡

がある。(68)は しのぎを持つ看剣の先端部の折

れであるが,折れ目を横に研いでいるので改め

て石鏃として使用したものと思われる。第 6号

方形周溝墓の木棺内から出上した。(67)は やは

りしのぎを両面に持つ石剣の茎部である。図の

左側辺は断ち切ったように磨られている。(72)

は完形のむしろ磨製石槍といえるような石器で

ある①しのぎはなく扁平で,両側縁にわずかに

面取りして刃としている。石質はサヌカイト,

または古生層の頁岩。または黒色片岩とのこと

である。67は頁岩。68は未鑑定。69が泥岩。

紡錘車 (図版43・ 75,76)

そろばん形をした石製品と土製品とがある。

どちらも穿孔が途中で止められているが,本来

貫通するものであろう。土製品はボロボロと欠

けやすく不整な形になっている。重さは石製品

が 128g,上製品は 70g。 石質は75が砂岩であ

る。
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砥石 (図版43。 第6図73,74,99,100,101)

非常に大きなものから小形のものまで,ま た石質では砂岩と泥岩

とがあるが,特にどの種の石器を砥いだものかは不明である。石質

は73・ 泥岩。74・ 泥岩。99・ 泥岩。100・ 泥岩。110。 泥岩。

<四手井晴子>
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第10図 砥石実測図
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器 種

図No.
現存長

(cm)

最大幅

(cm)

厚 み

(cln)

重

(

さ

)

石    質 地  区

石 鏃 1 3.6 2.5 0.55 40 サ ヌ カ イ ト 5DU9

2 44 2.2 04 4.0 サ ヌ カ イ ト 東マンホール

3 4.5 2.5 0.3 40 サ ヌ カ イ ト 5DY9

4 55 22 0.4 4.1 サ ヌ カ イ ト 5GHl

5 6.6 24 0.5 4.2 サ ヌ カ イ ト 5GKl

6 3.2 17 0.25 13 サ ヌ カ イ ト 5CH23

7 3.6 1.4 0.3 1.3 サ ヌ カ イ ト 5CH23

8 2.0 17 0.35 15 サ ヌ カ イ ト C2

9 2,7 1.25 03 1.4 サ ヌ カ イ ト 3PP24

10 3.1 1.2 0.3 1.3 サ ヌ カ イ ト ? Cl

11 33 11 04 2.5 サ ヌ カ イ ト ? 表 採

12 40 1.3 0.45 2.8 サ ヌ カ イ ト 5CT8

13 55 1,1 0.6 3.0 サ ヌ カ イ ト 東マンホール

14 6.45 1.8 0.65 5.2 サ ヌ カ イ ト 5CT6

15 57 22 0.4 5.2 サ ヌ カ イ ト ? C2

16 5.7 2_1 0,75 8.9 サ ヌ カ イ ト 5CT8

石 槍 17 17 29 1.3 サ ヌ カ イ ト 東マンホール

18 3.0 4.1 1.65 サ ヌ カ イ ト 30H24

19 4.2 2.6 12 サ ヌ カ イ ト 西マンホール

20 40 2.3 1 05 サ ヌ カ イ ト 3LY19

21 6.4 2.4 1.0 サ ヌ カ イ ト 5DT9

22 3.7 36 1.25 サ ヌ カ イ ト 3LY17

23 6.7 2.6 12 サ ヌ カ イ ト 04

24 3.1 2.7 1.1 サ ヌ カ イ ト 3DK24

29 75 24 1.1 サ ヌ カ イ ト 5DY9

30 6.8 15 07 サ ヌ カ イ ト 3P125

31 6.9 2.8 1.2 サ ヌ カ イ ト ? 04

尖頭部 のある石器 25 3.7 2.3 06 サ ヌ カ イ ト C4

26 3.6 2.5 04 サ ヌ カ イ ト 3PY15

27 4,7 2.6 0.6 サ ヌ カ イ ト 5DF24

28 3.3 3.2 0.6 サ ヌ カ イ ト 3LY19

40 6.5 2_4 1.0 サ ヌ カ イ ト 表 採

42 56 40 1.8 サ ヌ カ イ ト 東マンホール

石 錐 32 5,7
蛹准著5)
0.4

(錐部 )
04 サ ヌ カ イ ト 5CH23
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摘 要

器 種

図 No.
現存長

(cm)

最大幅

(cm)

厚 み

(cm)

重  さ

(g)
石    質 地  区

石 錐 33 30 1.4 0.6 サ ヌ カ イ ト 5CT8

34 5.0
(錐部 )
0.4

“

准喜5)
0.3

サ ヌ カ イ ト 3LY17

102 2.05
(錐部 )
0.2

(`淮著躊)
0 15

サ ヌ カ イ ト 3PT25

側縁に刃のある椿円形石器 35 6.9 5。 1 15 サ ヌ カ イ ト 3PY17

38 7 25 4.1 1.4 サ ヌ カ イ ト 3PT25

39 8.1 5,1 1.0 サ ヌ カ イ ト 東マンホール

49 5.7 27 1.85 サ ヌ カ イ ト 3PY6

刃 縁 を もつ 石 器 36 53 3.6 17 サ ヌ カ イ ト 30H19

37 4.2 3.2 0.9 サ ヌ カ イ ト 不 明

43 4.1 27 0.55 サ ヌ カ イ ト 表 採

44 44 2.4 06 サ ヌ カ イ ト

柄 部 を もつ 石 器 47 6.8 24 0.9 サ ヌ カ イ ト 3LY17

48 55 22 1 15 サ ヌ カ イ ト 3LY23

不定形石器及び剣片 41 8.85 5.6 1.6 サ ヌ カ イ ト 30C24

45 40 7.0 14 サ ヌ カ イ ト 30D24

46 4.0 5.5 0.8 サ ヌ カ イ ト A4

50 7.15 5.4 1 75 サ ヌ カ イ ト 5BZ

51 60 6.1 1.2 サ ヌ カ イ ト 3LYll

52 5.3 28 0.65 サ ヌ カ イ ト 3LY17

53 6.8 3.1 1.4 サ ヌ カ イ ト 3P124

54 90 4_2 1.2 サ ヌ カ イ ト 5BX17

55 8.2 4.3 2.0 サ ヌ カ イ ト 3LY19

56 8.8 3.5 0。 9 サ ヌ カ イ ト 3PY10

57 78 4.8 1.1 サ ヌ カ イ ト 3PY18

58 6.6 6.4 10 サ ヌ カ イ ト 30C24

59 7.3 5.5 11 サ ヌ カ イ ト 3PY24

60 88 4.9 13 サ ヌ カ イ ト 3PY15

61 4.0 4.1 07 サ ヌ カ イ ト 3LY19

蛤 刃 石 斧 62 14.0 79 59 砂岩ホルンフェルス 5DP9

63 8.2 5,0 3.4 ガブロ岩 (班 晒岩 ) 3LY17

柱 状 片 刃 石 斧 64 7.1 3.8 3.6 輝 緑 凝 灰 岩
Ｙ

Ｖ

Ｏ

Ｏ

扁 平 片 刃 石 斧 65 3.5 1.9 06 ホ ル ン フ ェ ル ス 3PY8

66 31 2_7 09 ホ ル ン フ ェ ル ス B10

70 7.4 5,1 2.0 砂岩ホルンフェルス 5BW4
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摘 要

器 種

図b.
現存長

(cm)

最大幅

(cれ )

厚 み

(cm)

重  さ

(g)
石    質 地  区

痛 平 片 刃 石 斧 71 3.9 52
(現存部 )
1.2 輝 緑 凝 灰 岩 5DX9

磨 製 石 剣 67 5.7 3.5 1.1 ホ ル ン フ ェ ル ス 3P124

68 3.0 23 0.6 未   鑑   定 5CT8

69 3.6 2.7 0.1 泥 岩 30B24

72 16.0 3.3 06 サヌカイトor頁岩or
黒色片岩

5DV9

紡   錘   車 75 5.0 5.3 3.85 128 砂 岩 3LY

76 4.7 46 29 70 (土 製 ) ボーリングピット

砥 石 73 11.0 4.5 1.4 泥 岩 50H24

74 9.8 3.5 27 泥 岩 30X24

99 18.6 4.5 3.3 泥 岩 5DY9

100 23.5 86 33 泥 岩 5DB8

101 27.0 12.0 6.2 砂 岩 5CH24

石   庖   丁 77 13 2 5 65 08 不 明 東マンホール

78 9.7 3.9 0.75 緑 色 片 岩 3LY23

79 74 4.1 07 黒 色 片 岩 3P124

80 8.0 4.8 0.7 砂岩ホルンフェルス 東マンホール

81 43 36 06 緑 色 片 岩 3 P Y20-19

82 8.7 4.1 0.75 緑 色 片 岩 5CH20

83 7.0 4.2 0.7 緑 色 片 岩 5BW4

84 4.3 3.9 0.7 緑 色 片 岩 3PT25

85 67 46 0.7 緑 色 片 岩 3P124

86 8.1 3.9 0,7 緑 色 片 岩 3LY17

87 4.6 5.6 07 緑 色 片 岩 30U24

88 7.2 5.0 0.65 頁 岩 3PYll

89 77 4.85 0.7 流 紋 岩 質 凝 灰 岩 03

90 5.7 2.55 0.6 黒 色 片 岩 3PW25

2.3 3.65 0.6 凝 灰 岩 質 砂 岩 03

92 36 3.8 0.8 凝 灰 岩 質 砂 岩 Cl

93 4.3 3.7 0.6 凝 仄 岩 質 砂 岩 30D24

94 5.4 3.5 07 凝 灰 岩 質 砂 岩 3PE24

96 4.2 3.6 0.7 緑 色 片 岩 03

大 形 石 庖 丁 95 89 59 0.75 凝 灰 岩 質 砂 岩 3P124

97 8.8 4 95 06 緑 色 片 岩
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Ⅲ 木   器
1.弥 生前期の木製品

昭和41年度に行なわれた第 2次調査においては,弥生前期の木製

品が多く出土したが,今回の調査では,ほ とんどが弥生中期のもの

であった。 ところが最近の 5 CI地区の調査において, 前期の遺構

が検出され,それに伴なって弥生前期の木製品が 4点発見された。

鋤 (図版45・ 7)全長12.6cm,一 木作りの大きな踏み鋤である。

鋤身は,長 さ 51.5cm,幅 15cm前後の長方形に近い形で, 上端か

ら 6cmの ところが少しくびれている。鋤身の中心部には,縦に長

さ39cm,幅 lcm～ 2cm,高 さ 1 5cmの細長い突起を作り出し,

またその突起に続けて上縁と,両側も幅約 lcm,高さ 0.7cmに削

り出されている。中央部の突起と両縁との間,お よび先端部12 5cm

は平らに削られている。厚さは, 上部が 2.5cm, 先端部が lcm

で,中期の鋤身の厚さ (0 5Cm～ lcm)に比べて厚い。裏面は滑らか

である。この鋤身は,土離れを良くするためと,折れにくくするた

めに,突起が作り出されており,使用時に,おける機能的な面まで

も考慮されたことが うかがわれる。柄は, 長さ 74 5cm, 直径約

3 5cmの太さで,末端部は,逆三角形を呈し,外縁を 2～ 3cm残

してくりぬき,把手を作り出している。把手部分は,使用効果を大

きくするために,中央部がやや太めに作られている。

脚付鉢 個版46・ 13)丸底浅鉢の体部に中広い 2本の脚がつけ

られている。高さ 11 5cmの容器であり,一木作りである。鉢部は

直径 16 8cm,深さ4 3cmで 厚さは,口縁付近で 0_5cm,底 が 09

cmで ある。内面は使用により,絹ちかになっている。 脚は鉢の体

部に 7 7cmの FF月隔で平行についており,高さ8cm,巾 10 8cm,

厚さ 1～ 1 5cmで ある。 この脚は上部の鉢に比べて, 大きく, 丈

夫に作られているが,脚の下端が丸みを帯びているため,少し不安

定である。

杓子 (図版46・ 17)柄が折れており, 頭部のみが残存 して い

る。国縁の直径 9 4cm,底部の直径 4 2cm,深 さ4 5cmと 小形の

ものである。 内而, 外面とも, 磨いたのではないかと思われるほ

ど,滑らかで,形 も丸く整っている。柄は,底から 1 2cmの とこ

ろより作り出されており,日縁近くで欠失している。折れ日からみ

ると,柄の勝面は,直径 2cmの半月形である。

弓 (図版45・ 6)残 存長,47cm,断面の直径 2 2cmの ,小型

の丸木弓である。先端は蛇頭型を呈し,端から 15 5cmは ,一方が

扁平に削られており,断面は半月形である。頭部を除いては,ほ と
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2.弥 生中期の木製品

んど加工がなされておらず,樹皮を剣いだだけの状態である。先端

部のくびれには,細い溝ができており,弦による磨滅ではないかと

思われる。また先端部より,30cm程のところに使用痕と思われる

数余のくばみが認められ,こ の部分が弓の把り部ではないかと思わ

れる。

以上 4点が弥生前期の木製品である。いづれも形がよく整ってお

り,弥生中期の製品に比べて入念に仕上げられている。

弥生中期の木製品の現存までの出土数は,鍬 9点,鋤12点,杵 5

点,容器 5点 , 柄 3点 , その他20点である。 今回は鍬 2点 , 鋤 1

点,杵 3点 ,弓 1点,容器 2点 ,柄 1点,その他 4点を紹介する。

丸鍬 (図版45・ 2)こ れは1971年の概報で紹介した小型丸鍬と
同種のものである。長さ 16cm, 巾 20.lcmと 大きさもほとんど同

じで,形も丸みを帯びた方形である。木取りも木目が鍬身の左右に

走るものである。刃は木目に直交する両側のみにつけられている。

左刃部の上方と,鍬の下端部は使用によりかなりつぶれている。孔

は直径 3.4cmで ,柄が, 突起部を外側にした鍬身に対して 70° 前
後の鋭角に挿入されるように穿たれている。

広鍬 (図版45。 3)こ の広鍬も1971年の概報で紹介した,舟形
突起が上にせり出して頭部をなしているものと同種である。頭部が

16 cm残存している。 前回のものと比べて, 舟形突起が, 縦 11.6

cm,横 6 5cm,厚 さ2.4cmと非常に大きい。柄が舟形突起を外側
にして挿入されたままの状態で出上しており,残存長 7cmを 測り,

鍬身に対して, 70° の鋭角である。柄の先端は舟形突起より 2cm

突出しており,かなり磨滅している。

以上の様に,本遺跡では同種の鍬が各二点づつ出上している。木

器は資料数が大変少ないので,明確なことは言えないが,これらの

鍬は弥生中期の河内地方特有の形式ではないかと思われる。

鋤 (図版45。 4)鋤 身と柄が別々に作られたものである。柄は

分離,欠失しており鋤身のみである。鋤身の残存長は 25.2cmを 測

り,巾 19cm,厚さは,中心部で 1 2cm,先端部で 0 5cmで ある。

柄の挿着部は欠失しているが,鋤身の表面の中心よりやや上方に柄

の先端を挿入する孔が穿たれている。裏面には,孔に続く溝が快ら

れている。鋤身の先端は少し焼失しているが全体から推定すると,

長さ 30cmに なるものと思われる。左供1がひどく磨滅している。本

遺跡では12点の鋤が出上している。そのうち11点は一木作りで,別
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作りは,こ の鋤一点のみである。

柄 (図版45・ 5)先 端部を欠失しているので,何の柄であるか

不明でるあ。残存長 43.5cmで末端から 10cmは 断面の直径 2.5cm

の把部である。把り部以外は,中 4cm,厚さ 3cmの断面四角であ

り, 先端部は厚みのウるが快られており, 平行な二又に分かれてい

る。一方が久失している。

杵 1(図ナ胞 5・ 12)全長 11と 2cm,両端部の直径 7.5cm,中

央くびれ部の直径 3 7cmを測る完形の杵である。両端の形は普通

のものと変りないが,把りの部分は,中央部にそろばん玉状の突起

を一つ有するものであり,その突起部から両端に向って約 13cmの

間が削られて,把り部となっている。また,こ の杵で注目すべきこ

とは,木取の方法である。普通一般的な杵は,木心を杵の中心とし

て使っているが,こ の杵の場合は,木心が認められない。したがっ

て,比較的太い木をあらかじめウなに割ったものを原材として使用し

たものと思われる。このことは,先端部断面が,正円形を呈さず ,

平な面を有することから裏づけられる。材質は切らかではな
いが ,

木目などからみて比較的堅緻な木材を使用している。これも上述の

木心を利用していないことと関係があると思われる。

杵 2(図版45・ 10)咲存長 63cm,先端の直径は 7.3cm, くび

れ部の直径は 3 6cm。  この杵にも中心と思われるところ, に削り

出しがあるが, 1ほ ど顕著ではない。形体は 1と 同じものと思われ

る。木取りは 1,と は異なリー木の本心を中心とする杵である。そ

のために全体にひび割れができている。先端は使用により少しくば

んでいる。

杵 3(図版45。 11)残存の長さ 55.6cm,直径 8 5cm,1,2よ

りは太い。くびれ部端の削り出しのところで焼失しており,把り部

の形状は不明である。全偵」面は幅 1～ 1.2cmで縦方向の削りがなさ

れている。先端は使用により,直径 4 5cm, 深さ 1.5cmに 丸くく

ばんでいる。木取りは 2と 同じく,木心が中心になっているため,

ひび割れがはげしい。しかし,先端の磨滅からみると,割れにかま

わず,使用されている。

以上のように杵には,木取りの方法が二通りある。①,完成品に

近い太さで,聯面円形の原材を用いる。②,太い丸太を,縦に 3～

4に分割した断面扇形の原材を用いる。

①は,本心が中心となるためひび割れがかなりひどい。②はひび
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第 8図 蓋の文様

割れはできない。しかし,① Iよ ② と比して, 製作が簡単であり,

2,3の 使用痕からみると, 多少のひび割れは使用に際しては, 支

障がないものと思われる。そこで①の方が多くつくられたのであろ

う。

高杯杯部 (図版46・ 14)残存部から推定すると,内径9.4cm,

で巾 5cmで ,外へ水平に広がる日縁をもっている。 □縁の内側は
0,7cm中 に削り出されており, 外側には巾 1.5cmの ,たれが巡っ

ているが外側へ反って変形している。一部分であるため,全体の様

子は不明である。

高杯脚部 (図版46・ 16)脚の中心に,四角い孔を穿って,別木

をはめこんだ,組み合わせ式の高杯である。すその周辺が少し変化

しているが, ほぼ完形である。柱状部の直径 4 3cm, すその直径

10 5cm,高さ 4.5cmで ある。別木は長さ 5 6cm,上部の中 lcm,

下部の中 2cmと ,やや末広がりの方柱状である。この別木は柱状部

の上端から1.5cm,突出しており。突出部に直径 0 4cmの 穴が穿

たれ,細い棒が挿入されているが,棒はほとんど腐蝕している。元

来はこの棒によって,杯部と脚部が接合されていたが,腐蝕によ

り,杯部が分離,欠失したものと思われる。

蓋 (図版46・ 15)厚さ 0 5cmで ,側面の幅が 0.8cmほ どにな

|る と思われる, 扁平な木製品である。 円の中心に直径 5 1cm, 厚
さ 0.2cmの 丸い削り出しが半分残っており, その上に, 長さ24

cm,中 1 lcmの木葉型の文様が 3枚刻まれている。他の半分にも

対称の文様が刻まれていたのではないかと思われる。内面は黒ずん

でおり,わずかな凸凹が認められる①この木製品は円型の削り出し

の上に刻み文様があるので,蓋としたが皿としても使用できる。

下駄形木製品 (図版45。 9)(前回田下駄と称して紹介した木製品は

その後の検討の結果, 国下駄としては小さすぎて不適当と思い,下駄型木製

品とする。)縦 9.5cm,横 10.6cmの長方形の板に四孔を穿ってい

る。前回紹介した下駄形木製品と比べて,少 し小さく, 厚さも08

cmと かなり薄い。また材質も異なっている。しかし孔の位置はほ

ば一致するので,用途は同じと考えられる。

双孔木製品 (図版45・ 8)残 存の長さ26 cm,上部が欠損して

おり,上端の中が 9cmで ,序々に狭 くなり,先端が尖っている木

製品である。先端に少し刃がつけられているが,全体的には厚さ 1

cmで , 扁平である。欠損部に直径 3cmと推定できる。 2孔が残
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存している。全体の形体,用途は不り」であるが,木の材質からみる

と,農耕具ではないかと思われる。

不明品 (図版45・ 4)残 存の長さ 33cm,巾 8 5cm, 厚さ 15

cm,の板の上に, 巾 4cm, 高さ 5cmで断面四角の突起を作り出

したものである。突起の中央部に巾 2 5cm,深 さ 3cmの快りがあ

る。これは何であるか全く不明である。

(付)前回槽と称して紹介したものは, その後の検討の結果,逆にして,

椅子として使用する方が適当と思われるので,訂正いたします。

<大西真由美>
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第13図 杵出土状態



あ と が き 瓜生堂遺跡の存在すると思われる範囲は, 東西約 500m,南北 1

kmにおよぶが,大阪の動脈的な道路,中央環状線が, その中心部

を南北に通りぬけており,ま た,東大阪市の下水処理施設としての

小阪ポンプ場が遺跡内に存在することから,瓜生堂遺跡は,日 々そ

の姿を変えつつあり,さ らに今後の開発計画も,着 々と各方面より

具体化の方向へ向かって,立案されているといわれる。

今回,こ の小冊子を出版することにしたのも,一つには,こ うい

った状態の中で,再度瓜生堂遺跡という古代の大遺跡を,考え直し

てもらいたいという,調査関係者全員の希望があったからである。

瓜生堂遺跡は,沖積平野に存在し,幾多の水害を受けながらも,

強く生きた古代人の生活を,その埋没状態から知ることが出来ると

ともに,弥生時代の生活面が,地下数メートルという深いところに

存在するため,当時の集落の姿が,よ り完全な状態で今日まで残っ

ており,全国的にみても,極めて貴重な遺跡と言わねばなるまい。

こういった点で,今後の瓜生堂遺跡の保存および顕彰は,よ リー層

前向きな姿勢で行なわれねばならず,関係各方面の協力を心から願

わずにはいられない。

最後に,上述のような強い願望をもって,ま た,一人の研究者の

責務を全うすることをも目標として,調査関係者一同,完全な資料

集の作製を意図したが,学問の域は無限であるため,完全の領域ヘ

は達するべくもない。したがって我々一同,よ り積極的な御批判 ,

御教示を期待するとともに,今後一層努力を続けることを約して ,

あとがきに代えたい。
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表 目次の表 2

9

19

11

13

15

上 から11行 日

摘 要

土器番号 2の 出土地区

瓜生堂遺跡 (資料編)正誤表

30C24C濤

施 している、

い 、

(128)

(129)

(128,129)

内面 にも叩目が

胎 工

方形周濤基

刷毛 日以

小形壷形土器

○血・外面とも叩き口が

胎 工
思われる叩き目が

小形甕形土器

林 身

(若千の砂粘を含む )

イ也は5。 2gが 2イ固く,あ り

側縁も

剣 ぎ方を方を

ガブロ岩。(斑砺岩 )

頁岩。

不明でるあ。

木取 りは 1、  とは

否定形石器

紡 鐘

正

30C24濤

施 している。

(131)

(130)

(131,130)

内面にはサヶ口が
′、

胎 土

方形周濤墓

刷毛目以タト

方形周濤墓

微砂粒

胎 土

甕

鉢形土器

○外面には叩き目が

胎 土
思われるチケロが

鉢形土器

杯 身

(若千の砂粒を含む )

他は5。 2gが 2イ固、 3gが 1イロ、2.5gが

1イ固、 8,9gが 1イ国で、

狽瞬尿を

剰ぎ方を

ガブロ岩 (斑砺岩 )。

頁岩、

不明である。

ところに削り

木取 りは、 1 とは

不定形石器

紡錘車

土器番号 2の日頸部整形 (外 )

土器番号10の 出土地区 方形周濤基

土器番号17の 胎土 徴砂粒

摘 要 胎  工

土器番号 122、 124、 123、 127 空

土器番号125の種類

土器番号126肩胴部

摘 要
土器番号131回頸部

上器番号132の種類

土器番号 1、 2の種類

土器番号 11の胎土

16

り肖Uところ、

|

行 (欄 ) 誤

図版20 見出し




